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未来へ羽ばたく子どもたち
2017年の干

え と

支「酉
とり

年」生まれの八幡小学校５年生
が、元気いっぱいに新６年生に向けての飛躍を誓
いました。

年頭あいさつ

平成28年千曲市10大ニュース

岡田市長所信表明

新庁舎・新更埴体育館の建設に向けて

今月の表紙
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人）が当選しました。同日には参議院議員通常選挙も行
なわれ、10 代の若者たちが、貴重な１票を投じました。

年頭のあいさつ
千
曲
市
長

　

岡お

か

だ田 

昭あ

き

お雄

千
曲
市
議
会
議
長

和わ

だ田 

重し
げ
あ
き昭

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
熊
本
地
震
を
は
じ
め
、
全

国
各
地
で
地
震
や
集
中
豪
雨
な
ど
に

よ
る
自
然
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

今
後
、
災
害
時
に
行
政
機
能
を
維
持

す
る
た
め
の「
業
務
継
続
計
画
」の
策

定
や
、
地
域
に
お
け
る
自
主
防
災
組

織
の
充
実
な
ど
、
防
災
・
減
災
対
策

が
益
々
重
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

は
本
市
に
お
い
て
も
進
ん
で
お
り
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
は
平
成

27
年
国
勢
調
査
で
は
31
・
４
％
で
、

「
超
高
齢
社
会
」に
突
入
し
ま
し
た
。

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
平

成
37
年
を
見
据
え
、
健
康
寿
命
延
伸

施
策
や
認
知
症
施
策
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
少
子
高
齢
社
会
を
支
え

て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
経
済
を
活

性
化
さ
せ
、
市
の
財
政
力
を
豊
か
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

元
気
な
千
曲
市
産
業
の
創
出
は
、
若

者
の
定
住
、
子
ど
も
を
育
て
や
す
い

環
境
の
整
備
、
福
祉
水
準
の
向
上
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
新
幹
線
新
駅

や
企
業
の
誘
致
、
観
光
振
興
な
ど
を

市
政
の
重
要
な
柱
と
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

既
に
全
国
各
地
と
の
間
で「
地
域

間
競
争
」が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。「
住

ん
で
よ
か
っ
た
」と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
市
民
満
足
度
を
高
め
る
こ

と
を
念
頭
に
地
域
を
活
性
化
し
て
ま

い
り
ま
す
。

結
び
に
、
市
民
皆
様
は
じ
め
、
千

曲
市
が
平
和
で
良
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望

に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。旧
年
中
は

市
議
会
に
対
し
ご
理
解
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
７
月
に
は
任
期
満
了

に
よ
る
市
議
会
議
員
の
選
挙
が
行
な

わ
れ
、
22
名
の
議
員
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
議
会
に
対
し
厳
し
い
ご
批
判
も

少
な
か
ら
ず
頂
き
ま
し
た
。私
た
ち

議
会
は
、
ご
批
判
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
二
元
代
表
制
の
精
神
を
肝
に
銘

じ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
の

利
益
と
な
る
事
業
に
は
、
一
致
協
力

し
て
頑
張
っ
て
い
く
こ
と
は
当
然
で

あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
負
託
に
応
え

る
に
は
、
な
れ
あ
い
で
は
な
く
市
の

施
策
を
き
ち
ん
と
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
が
、重
要
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
議
会
自
ら
の
改
革
も
不
可

欠
で
あ
り
ま
す
。議
員
定
数
、報
酬
の

額
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
、
調
査
・
研

究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
政
務
活

動
費
に
つ
い
て
も
公
開
を
い
た
し
ま

す
。千

曲
市
に
は
、
す
ば
ら
し
い
歴
史

や
自
然
が
あ
り
、災
害
が
少
な
く
、交

通
の
要
衝
で
あ
る
と
い
う
地
の
利
が

あ
り
ま
す
。こ
こ
に
人
の
和
が
加
わ

れ
ば
、
必
ず
や
未
来
は
開
け
る
と
思

い
ま
す
。新
年
を
迎
え
、
議
員
一
同
、

新
た
な
気
持
ち
で
精
一
杯
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
各
位
の
格

別
な
ご
支
援
・
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
市
民
の
皆

様
に
と
っ
て
、
実
り
多
き
こ
と
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。本
年
も
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

任期満了にともなう千曲市
長 選 挙は、10 月 23 日に告
示され、現職と新人の２人が
立候補し、７日間にわたる選
挙戦が繰り広げられました。

10 月 30 日に投開票が行
なわれ、岡田昭雄氏が再選を
果たしました。

岡田市長が再選
～二期目のスタート～

市議会議員が改選
～「18歳選挙権」を適用 県内初の地方選挙～

第１学校給食センター
更埴西中学校体育館が完成

あん姫のうた決定 千曲市教育大綱を策定

病児・病後児保育室
（あぷりこっこ）オープン

千曲市まち・ひと・しごと創生総合
戦略・千曲市人口ビジョンを策定

各地で大雨　台風上陸・接近相次ぐ 新庁舎・新更埴体育館建設に着手

歴史的風致維持向上計画が
国に認定される

選挙権年齢が 18 歳以
上に引き下げられて県内
初の地方選挙となった千
曲市議会議員一般選挙が
7 月 10 日に行なわれ、22
人（現 職 16 人、 新 人 6

病気の治療中や回復期の
子どもを預かる「病児・病後
児保育室」が、千曲中央病院
の敷地内にオープンしまし
た。

平成 26 年９月から稲荷
山で建設を進めていた給食
センターが完成し、4 月から
給食の提供を開始しました。

平成 27 年４月から策定を
進めていた人口減少対策の 5
年計画である「総合戦略」と

「人口ビジョン」を決定し、平
成 28 年 2 月 29 日 に 国 へ
提出しました。

10月
7月

3月2月

5月歴史的な資源をまちづく
りに活

い

かそうと市が策定し
た 10 年計画である「歴史的
風致維持向上計画」が国の認
定を受けました。

新庁舎・新体育館の建設
に先立ち、勤労青少年ホーム
などを解体しました。12 月
から新体育館の建設工事に
向け準備がはじまりました。

８月の大雨では須坂地区で
土砂流出が発生し、３世帯を
対象に避難勧告が発令され
ました。９月には台風 16 号
が上陸し、市内 8,077 世帯
を対象に避難準備情報が発
令されました。

8月
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12月

8月 市民の皆さんと一緒になっ
て制作が進められた「あん姫
のうた」が完成。発表会では、
合唱・オーケストラの演奏・
ダンスが披露されました。

＊12月に完成した更埴西中学校体育館の関連記事は
21ページに掲載

＊関連記事は8・9ページに掲載

10月～

市の教育指針となる教育
大綱を策定しました。キャッ
チフレーズは「オラチもオラ
ホも千曲っ子からはじめる
ひと（まち）づくり」です。

9月

4月 12月・

平成 28年
平成 28年
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大
型
商
業
施
設
や
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
新
駅
な
ど
の
誘
致
を

進
め
、千
曲
市
が
長
野
県
内
に
お
け
る

「
人
や
物
の
出
入
り
口
の
玄
関（
ゲ
ー

ト
シ
テ
ィ
ー
）」と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
西
部
地
域
は
、「
稲
荷
山
の
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
」や「
名
勝
姨
捨
の
棚

田
」、「
名
月
の
里
田
毎
の
月
」、「
民
話

の
さ
ら
し
な
」な
ど
、
歴
史
文
化
が
ギ

ュ
ッ
と
詰
ま
っ
た
地
域
で
す
。

そ
ん
な「
さ
ら
し
な
地
域
」を
含
む

千
曲
市
で
は
、
平
成
28
年
５
月
、
第
一

弾
と
し
て「
地
域
固
有
の
歴
史
や
伝
統

が
あ
り
歴
史
的
価
値
の
高
い
地
域
」を

選
定
す
る「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上

計
画
」の
認
定
を
国
か
ら
受
け
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

今
後
は
、
第
二
弾
と
し
て「
姨
捨
の

棚
田
」を
中
心
と
し
た
一
帯
を「
日
本

遺
産
」と
し
て
認
定
し
て
い
た
だ
く
よ

う
、準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
来
年
５
月
か
ら
は
、
姨
捨

駅
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
超
豪
華
寝
台
列

車
ト
ラ
ン
ス
イ
ー
ト「
四し

き
し
ま

季
島
」が
停

車
。
ス
ー
パ
ー
ブ
ラ
ン
ド「
さ
ら
し

な
」を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会

で
あ
り
、
歴
史
文
化
の
拠
点
と
し
て

整
備
し
て
い
き
ま
す
。

●
人
口
減
少
と
高
齢
化

平
成
27
年
国
勢
調
査
で
は
、
千
曲

市
の
総
人
口
は
６
万
２
９
８
人
と
前

回
の
平
成
22
年
調
査
に
比
べ
る
と

１
７
７
０
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割

合
は
、
前
回
調
査
よ
り
４・０
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
31
・
４
％
と
、
全
国
平
均

や
長
野
県
平
均
を
大
き
く
上
回
る
結

果
で
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、２
０
２
５
年
に

は
、
65
歳
以
上
人
口
の
５
人
に
１
人

が「
認
知
症
」に
な
る
と
さ
れ
て
お

り
、
私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
社
会
が
訪
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

●
地 

価
平
成
28
年
の
地
価
調
査
で
は
、
千

岡 田 市 長
 　 　 所 信 表 明

曲
市
の「
住
宅
地
」「
商
業
地
」「
工

業
地
」、
合
わ
せ
て
10
地
点
の
う
ち
、

ほ
と
ん
ど
の
地
点
で
下
落
し
て
い
ま

す
。平

成
17
年
当
時
の
価
格
と
比
較
す

る
と
、
住
宅
地
が
約
32
％
の
下
落
、

商
業
地
と
工
業
地
が
と
も
に
約
44
％

下
落
し
て
お
り
、結
果
と
し
て
、市
の

主
要
財
源
で
あ
る
固
定
資
産
税
に
も

大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
地
価
の

下
落
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
い
く
こ

と
も
行
政
の
大
き
な
課
題
で
す
。

●
商
業
力

平
成
27
年
の
長
野
県
商
圏
調
査
に

お
い
て
、
居
住
す
る
市
町
村（
平
成
15

年
８
月
31
日
現
在
の
旧
市
町
村
単
位

を
基
準
）内
で
買
い
物
を
す
る
世
帯

の
割
合
を
示
す「
地
元
滞
留
率
」を
見

る
と
、旧
更
埴
市
で
は
49
・
２
％
、合

併
前
の
長
野
市
は
93
・
２
％
、
合
併

前
の
上
田
市
は
91
・
５
％
で
あ
り
、

両
市
は
地
元
で
買
い
物
を
す
る
市
民

の
割
合
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、「
他
市
町
村
か
ら
の
流
入
人

口
の
割
合
」を
示
す「
吸
引
力
係
数
」

で
は
、
旧
更
埴
市
は
０・７
１
３
と
、

合
併
前
の
長
野
市
の
１・２
４
３
、
合

併
前
の
上
田
市
の
１・４
５
６
に
比
べ

て
極
め
て
低
く
、
残
念
な
が
ら
千
曲

市
の
地
域
経
済
は「
低
い
状
態
」が
続

い
て
い
ま
す
。

再選後初の市議会定例会となった11月30日に開かれた本会議

の冒頭で、岡田市長が千曲市のリーダーとして、今後４年間の

「市政経営の基本的な考え」を表明しました。

１月号では、表明した内容を要約してお伝えします。

千
曲
市
の
立
地
条
件
を
見
る

と
、
県
民
人
口
の
約
６
割
に
当
た
る

１
１
７
万
人
が
時
間
距
離
１
時
間
の

中
に
定
住
し
て
お
り
、
言
い
換
え
れ

ば
、
そ
の「
真
ん
中
」に
位
置
す
る
の

が
千
曲
市
と
い
え
ま
す
。

●
交
流
人
口
を
増
や
す

千
曲
市
は
、
高
速
道
路
が
２
本
、

国
道
18
号
、
し
な
の
鉄
道
、
新
幹
線

な
ど
が
走
っ
て
お
り
、
人
が
集
ま
れ

る
位
置
に
あ
り
ま
す
。つ
ま
り
、
ア

イ
デ
ア
や
工
夫
次
第
で
、
多
く
の
皆

様
が
千
曲
市
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
環
境
を
つ
く
り
、
交
流
人
口
を

増
や
し
地
域
経
済
を
元
気
に
し
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま ち づ く り
の「カタチ」

「埴科エリア」「さらしなエリ
ア」「南部エリア」「千曲川エ
リア」の４つの地域

３

埴科
エリア千曲川

エリアさらしな
  エリア

　南部エリア
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●
人
・
物
が
出
会
い
行
き
交
う
交
通

　
の
要
衝
の
地
「
埴
科
エ
リ
ア
」

●
歴
史
と
文
化
が
連
な
る

　「
さ
ら
し
な
エ
リ
ア
」

市
域
の
東
部
地
域
は
、
大
型
商
業

施
設
や
大
規
模
物
流
セ
ン
タ
ー
の
進

出
計
画
が
幾
つ
か
浮
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
地
域
は
、
既
に
、
県
の

「
新
総
合
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」で
も
、
広

域
交
流
拠
点
と
し
て
、
長
野
県
の
発

展
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
エ
リ
ア
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、新
幹
線
新
駅
誘
致
は
、県
内

の
市
長
、
議
長
全
員
が
賛
同
し
た
ほ

か
、
篠
ノ
井
や
松
代
地
区
の
住
民
自

治
協
議
会
も
賛
同
す
る
な
ど
、
過
去

に
な
い
誘
致
環
境
が
整
っ
て
き
ま
し

た
。ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
も
誘
致
す
る

か
し
な
い
か
を
含
め
、今
後
２
～
３
年

の
間
で
結
論
を
出
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

●
地
域
の
経
済
を
活
性
化

人
口
減
少
と
少
子
化
は
、
経
済
の

衰
退
と
共
に
市
財
政
の
悪
化
を
も
招

く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
超
高
齢
社

会
は
、
30
年
或
い
は
40
年
と
い
っ
た

長
期
間
に
わ
た
っ
て
支
え
続
け
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。ま
ず
は
、

地
域
経
済
に
活
力
を
与
え
、
市
の
財

政
力
を
高
め
、
超
高
齢
社
会
に
備
え

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

●
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
推
進

千
曲
市
で
は
、
今「
観
光
地
域
づ

く
り
」と
し
て
、
新
た
な
観
光
推
進

組
織「
千
曲
市
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の「
千

曲
市
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」は
、
こ
れ
ま
で
の

よ
う
な
観
光
関
係
者
だ
け
の
組
織
で

は
な
く
、
千
曲
市
全
体
を「
観
光
と

い
う
視
点
」で
と
ら
え
、
多
く
の
お

客
様
に
千
曲
市
に
来
て
い
た
だ
き
、

市
内
を
巡
り
交
流
す
る
こ
と
で
、
市

内
全
産
業
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す

る
組
織
で
す
。

千曲市 の

課 題
「少子高齢化の進行」「地価の
下落」「商業の衰退」の３つ
の課題　

１

課 題に

向けた方 針

これらの大きな課題に対応し
ていくための基本的な考え方

２●
長
野
県
の
「
真
ん
中
」
に
位
置
す
る

　
千
曲
市

岡 田 市 長  所 信 表 明

埴科エリア

千曲川エリア南部エリア

さらしなエリア
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①
合
併
の
総
仕
上
げ

戸
倉
上
山
田
中
学
校
の
改
築
、
合

併
支
援
道
路
千
曲
線
の
整
備
及
び
新

庁
舎
、
新
更
埴
体
育
館
の
改
築
に
つ

い
て
は
、
平
成
30
年
度
末
ま
で
の
完

成
を
目
指
し
ま
す
。

②
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り

糸
魚
川
静
岡
構
造
線
断
層
帯
地
震

は
、
政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
の「
全

国
地
震
動
予
測
地
図
」に
よ
れ
ば
、今

後
30
年
以
内
に
震
度
６
弱
以
上
の
揺

れ
に
見
舞
わ
れ
る
確
率
が
千
曲
市
で

は
11
・
３
％
と
さ
れ
て
い
ま
す
。い

つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

に
あ
り
、
個
人
住
宅
や
公
共
施
設
の

耐
震
化
な
ど
震
災
対
策
に
は
、
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

元
気
な
千
曲
市
産
業
の
創
出
は
、

若
者
の
定
住
化
、
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
環
境
の
整
備
、
福
祉
水
準
の
確

保
な
ど
、
市
民
生
活
の
豊
か
さ
や
健

全
な
行
財
政
運
営
に
繋
が
り
ま
す
。

大
型
商
業
施
設
や
物
流
セ
ン
タ
ー

な
ど
進
出
を
予
定
し
て
い
る
企
業
と

連
携
し
て
、
早
期
に
進
出
計
画
を
定

着
さ
せ
、
併
せ
て
用
地
の
確
保
な
ど
、

進
出
を
希
望
す
る
企
業
を
支
援
し
、

ま
ち
の
賑に

ぎ

わ
い
や
雇
用
の
創
出
に
繋

げ
て
い
き
ま
す
。

千
曲
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

２
０
４
０
年
の
目
標
人
口
を
５
万
人

と
定
め
ま
し
た
が
、
目
標
を
達
成
す

る
に
は
、
平
成
52
年
の
合
計
特
殊
出

生
率
を
２・
０
７
人（
平
成
27
年
は

１・５
９
人
）と
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。結

婚
、
妊
娠
、出
産
、子
育
て
に
関

す
る
相
談
や
情
報
提
供
、
母
親
と
子

ど
も
の
健
康
づ
く
り
支
援
、
仕
事
と

家
庭
と
の
両
立
支
援
な
ど
、
総
合
的

な
子
育
て
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

特
に
、
20
代
の
一
人
親
世
帯
の
貧

困
率
が
高
い
と
さ
れ
て
お
り
、
地
域

に
お
け
る「
子
ど
も
食
堂
」の
推
進
や

教
員
Ｏ
Ｂ
に
よ
る「
学
習
支
援
」な

ど
に
取
り
組
み
、
経
済
的
な
困
窮
が

次
世
代
に
連
鎖
し
な
い
よ
う
努
め
ま

す
。超

高
齢
社
会
の
中
で
、
健
康
で
暮

ら
す
た
め
に
も「
健
康
寿
命
の
延
伸
」

を
行
政
の
大
き
な
課
題
と
し
て
取
り

組
み
ま
す
。
特
に
、
団
塊
の
世
代
が

75
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
を
見

据
え
、
住
ま
い
、
医
療
、
介
護
、
介
護

予
防
、
生
活
支
援
が
包
括
的
に
確
保

さ
れ
る
体
制（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
）の
構
築
に
努
め
ま
す
。

引
き
続
き
、
障
が
い
の
あ
る
人
へ

の「
就
労
支
援
対
策
」や「
社
会
の
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
へ
の
参
加
」を
可
能

に
す
る
施
策
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

⑥
住
民
参
加
型
市
政
の
推
進

現
在
で
は
、
約
80
に
も
及
ぶ
市
民

団
体
の
方
々
が
、
自
ら
立
ち
上
が
り

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
力
は
、
千
曲
市
を
元
気
に

す
る
原
動
力
で
あ
り
、
市
民
自
ら
新

し
い「
コ
ト
」を
創
り
上
げ
よ
う
と
す

る
積
極
的
な
市
民
力
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
ま
す
。

現
在
、
第
二
次
千
曲
市
総
合
計
画

を
策
定
中
で
す
が
、
限
り
あ
る
財
源

の
中
で
、
超
高
齢
社
会
を
支
え
る
財

源
を
ど
う
確
保
す
る
の
か
大
き
な
課

題
で
あ
り
、
今
後
と
も
議
論
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
合
併
特
例
期
間
は
、
平
成

30
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
今

後
は
、
行
政
改
革
大
綱
や
公
共
施
設

の
再
編
、
組
織
機
構
の
見
直
し
な
ど
、

一
層
の
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

千
曲
市
民
の
「
幸
せ
な
将
来
」
の
た
め

以
上
、
私
の
市
政
経
営
に
対
す
る

所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

よ
り
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
は
３

月
市
議
会
定
例
会
で
の「
施
政
方
針
」

の
際
に
申
し
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、２
期

目
の
４
年
間
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

さ
ま
ざ
ま
課
題
が
山
積
し
、
極
め
て

厳
し
い
選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
困
難
な
課
題
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

特
に
、
①
し
っ
か
り
と
千
曲
市
の

未
来
の
カ
タ
チ
を
つ
く
る
こ
と
、
②

行
政
運
営
に
つ
い
て
説
明
責
任
を
果

た
す
と
と
も
に
成
果
を
重
視
し
、
結

果
を
出
し
て
い
く
こ
と
、
③
市
民
満

足
度
を
一
層
高
め
る
こ
と
に
力
点
を

置
き
、市
政
を
経
営
し
て
い
き
ま
す
。

議
員
各
位
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆

様
に
は
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
私
の
所
信
表
明
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

所
信
表
明
の
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
「
市
長
発
言
集
」

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

市 政 運 営 の

７つ の政 策

次世代に向けた７つの政策に
取り組みます。

４

市
域
の
南
部
地
域
は
、
戸
倉
創
造

館
、
白
鳥
園
、
サ
ッ
カ
ー
場
、
戸
倉
体

育
館
、
県
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
の

ほ
か
、
戸
倉
上
山
田
温
泉
や
上
山
田

文
化
会
館
な
ど
が
集
積
す
る
地
域
で

す
。ま
さ
に
一
帯
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
・
健

康
・
長
寿
・
温
泉
」の
エ
リ
ア
と
し
て

整
備
を
す
る
地
域
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、戸
倉
上
山
田
温
泉
は
、情
緒

あ
ふ
れ
る「
さ
ら
し
な
温
泉
郷
」の
イ

メ
ー
ジ
を
意
識
し
た
温
泉
街
の
形
成

に
努
め
、
非
日
常
的
異
空
間
を
創
出

し
て
い
く
こ
と
が
、こ
れ
か
ら
は
求
め

ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

幅
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
大
河「
千
曲

川
」は
、「
埴
科
エ
リ
ア
」と「
さ
ら
し

な
エ
リ
ア
」「
南
部
エ
リ
ア
」の
真
ん

中
に
位
置
し
、各
エ
リ
ア
を
結
ぶ
エ
リ

ア
で
も
あ
り
ま
す
。

千
曲
川
は
、
生
態
系
や
自
然
環
境

を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
河
川
敷
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

ー
ド
な
ど
を
整
備
す
る
こ
と
で
、ア
ウ

ト
ド
ア
体
験
や
市
内
観
光
へ
誘
導
す

る
出
発
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
整
備

す
る
地
域
と
い
え
ま
す
。

●
各
エ
リ
ア
の
連
携

特
色
あ
る
各
エ
リ
ア
の
連
携
と
し

て
、
集
客
力
の
強
い「
埴
科
エ
リ
ア
」

か
ら
ス
ー
パ
ー
ブ
ラ
ン
ド
の「
さ
ら
し

な
エ
リ
ア
」、
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
・
長

寿
・
温
泉
の「
南
部
エ
リ
ア
」に
人
の

流
れ
を
向
け
る
こ
と
で
、
商
店
街
や

温
泉
な
ど
の
観
光
地
に
人
を
流
し
、

地
域
経
済
の
活
力
を
向
上
さ
せ
る
な

ど
、
各
エ
リ
ア
が
、
そ
れ
ぞ
れ
連
携
す

る
こ
と
で
、
千
曲
市
全
体
の
発
展
に

繋
げ
て
い
き
ま
す
。

●
自
然
と
水
辺
に
親
し
む

　「
千
曲
川
エ
リ
ア
」

●
温
泉
・
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
長
寿
の

「
南
部
エ
リ
ア
」

③
経
済
活
性
化
、
安
定
し
た
雇
用
の

　
創
出

④
若
い
世
代
の
結
婚
、
出
産
、
子
育
て

　
の
希
望
を
か
な
え
る
、
人
口
減
少

　
対
策

⑤
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
高
齢
者
、
障

　
が
い
者
の
社
会
参
加
を
高
め
る

⑦
新
た
な
計
画
策
定
と
行
財
政
改
革

　
で
安
定
し
た
市
政
経
営

岡 田 市 長  所 信 表 明

▲平成30年度完成予定の戸倉上山
田中学校（写真は模型）

▲毎年、大規模地震が発生した想定
で市総合防災訓練を実施

▲大型商業施設の進出が予定されて
いる屋代の上信越自動車道西側

▲15周年を迎えた更埴子育て支援セ
ンター

▲市民と行政による協働のまちづく
り（協働事業提案制度）

▲審議会が第２次総合計画の基本構想
案と基本計画案の中間答申を提出
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工
事
が
始
ま
り
ま
す

市
で
は「
更
埴
体
育
館
一
帯
の
用

地
」に
新
庁
舎
・
新
更
埴
体
育
館
を

建
設
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
１
月
か
ら
新
更
埴
体
育

館
、
来
年
度
か
ら
新
庁
舎
な
ど
の
建

設
工
事
が
始
ま
り
、
約
２
年
２
か
月

　 　

新 庁 舎・新 更 埴 体 育 館
　 　 　 　 　 　 　 　 　  の 建 設に向け て

　 　 ～ 新 更 埴 体 育 館 の 工 事 が 始 まります ～

各
施
設
の
概
要

利
用
者
の
利
便
性
や
日
影
規
制

な
ど
を
考
慮
し
て
庁
舎
を
東
側
、
体

育
館
を
西
側
に
配
置
し
、
そ
れ
ら
を

共
用
空
間（
ガ
レ
リ
ア
）で
つ
な
ぐ

計
画
で
す
。
高
さ
が
高
く
な
る
庁
舎

を
住
宅
街
か
ら
離
し
、
低
層
の
ガ
レ

リ
ア
を
道
路
側
に
配
置
す
る
こ
と
で

体育館の１階にアリーナと柔道場、２
階に剣道場と観客席を配置します。

8月7日から更埴体育館の使用を休止

更埴体育館は、平成 29 年 8 月 7 日
から使用を休止する予定です。

新更埴体育館の使用開始日は、平成
30 年６月頃を予定していますが、工事
の進捗状況を見据えて決定します。

休止期間中、市民の皆さんにはご迷
惑をおかけしますが、ご理解とご協力を
お願いします。

の
工
事
期
間
を
経
て
、
平
成
31
年
３

月
末
ま
で
に
す
べ
て
の
施
設
の
完
成

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
安

全
に
十
分
配
慮
し
て
工
事
を
進
め
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

１階

２階

＊配置図、各階平面図は現時点のものです。

議会関連諸室を配置し
ます。

５階
庁 舎

執務室と災害対策本部
に転用可能な諸室を配
置します。

４階
庁 舎

執務室と執務をサポー
トする会議室を３階に
まとめて配置します。

３階
庁 舎

執務室と保健センター
及び地域職業相談室を
配置します。

２階
庁 舎

利用 者 の多い窓口部
門、総合案内、金融機関
ATM、法務局証明サー
ビスセンターを配置し
ます。

こ
も
れ
び
テ
ラ
ス

市民サービス
窓口

ロビー

１階
庁 舎体育館

体育館

新庁舎

■問い合わせ先　更埴庁舎・新庁舎建設室（内線5311）
　　　　　　　　スポーツ振興課（℡026-276-1731）

▲全体配置図

立体駐車場
新更埴体育館

ガレリア 歩道橋

総合案内

売店

市民サービス
窓口

観客席

剣道場

アリーナ

柔道場

歩道橋
執務室

執務室

保健センター

執務室

会議室

執務室

執務室 災害対策本部

議場

議会関連諸室

ガレリア

議会関連諸室 周
辺
へ
の
圧
迫
感
の

軽
減
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
防
災
広
場
と

し
て
利
用
で
き
る
こ

も
れ
び
テ
ラ
ス
を
敷

地
中
央
に
配
置
し
ま

す
。駐

車
場
は
、
庁
舎

南
側
と
東
側
敷
地
に

整
備
し
ま
す
。
横
断

歩
道
橋
を
設
け
る
こ

と
に
よ
り
、
東
側
敷

地
の
立
体
駐
車
場
か

ら
庁
舎
あ
る
い
は
体

育
館
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
可
能
と
な
り
ま

す
。体

育
館
北
側
に
は

循
環
バ
ス
の
バ
ス
停

を
設
置
し
て
利
用
者

の
利
便
性
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

新庁舎・新更埴体育館建設スケジュール
こ
も
れ
び
テ
ラ
ス

こ
も
れ
び

　
テ
ラ
ス

バス停



市報千曲　平成29年1月  　10　　11　  市報千曲　平成29年1月

各 種証明書の

１月10日から

市では、１月10日（火）からマイナンバーカード（個人番号カード）を利用して、全国のコンビニエンススト

アなどで住民票の写しなど各種証明書を取得できるコンビニ交付サービスを開始します。

勤務先の近くやお出かけ先でも、早朝から夜間、休日でも自分の都合に合わせて証明書を取得できること

になり、大変便利ですのでご利用ください。

■
利
用
で
き
る
人

千
曲
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

「
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
が

搭
載
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
」を
お
持
ち
の
人

＊
紙
製
の
通
知
カ
ー
ド
や
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
で
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

■
利
用
時
間

午
前
６
時
30
分
か
ら
午
後
11

時
ま
で（
12
月
29
日
か
ら
１
月
３

日
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
を
除
く
）

証明書の種類 手数料（１通） 留意事項

住民票の写し 300円 本人および同一世帯の人の分を取得できます。
除かれた住民票の写しは取得できません。

印鑑登録証明書 300円 印鑑登録をしている本人の証明書のみ取得でき
ます。

戸籍の全部（個人）事項証明書 450円 千曲市に本籍がある人で、本人および同一戸籍
の人の証明書が取得できます。除籍・改製原戸
籍は取得できません。戸籍の附票の写し 300円

　 　コンビ ニ交 付サービ ス

＊戸籍・附票は、住民登録地と本籍地の両方が千曲市である人のみ取得できます。

取得できる証明書と手数料

■
利
用
で
き
る
店
舗
（
全
国
）

○
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン

○
ロ
ー
ソ
ン

○
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

○
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト

○
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ト
ア

○
セ
ー
ブ
オ
ン

＊
証
明
書
が
発
行
で
き
る
マ
ル
チ

コ
ピ
ー
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る

店
舗
に
限
り
ま
す
。

■
利
用
方
法

①
各
コ
ン
ビ
ニ
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
の
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
か
ら「
行

政
サ
ー
ビ
ス
」を
選
択
す
る
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
マ
ル

チ
コ
ピ
ー
機
に
セ
ッ
ト
す
る
。

③
利
用
者
証
明
書
用
電
子
証
明
書

の
暗
証
番
号（
数
字
４
桁
）を

入
力
す
る
。

④
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
り

外
す
。

⑤
取
得
し
た
い
証
明
書
な
ど
を
選

択
す
る
。

⑥
必
要
部
数
を
入
力
す
る
。

⑦
内
容
を
確
認
し
て
手
数
料
を
入

金
す
る
。

⑧
証
明
書
・
領
収
書
が
発
行
さ
れ

る
。屋代駅市民ギャラリーでの

交付を廃止

住民票の写し　印鑑登録証明書

証明書コンビニ交付サービスの開始によ
り、屋代駅市民ギャラリーおよび電話での予
約による住民票の写しと印鑑登録証明書の交
付は、平成 29 年３月 31 日で廃止します。

を開始■問い合わせ先　更埴庁舎・市民課（内線5431）

＊上記の申請書の記入ができましたら、返信用封筒に入れて郵送してください。
＊申請から受け取りまで１か月程度かかります。 ▲利用者証明用電子証明書が搭載された

マイナンバーカード

▲紙製の通知カード▲住民基本台帳カード

ご利用に必要なもの

以下のカードでは利用できません

マイナン バ ーカードを

申請してい ない 人 はこちら

マイナンバーカードの
申請方法（郵送申請）

■
利
用
上
の
注
意

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
時

に
15
歳
未
満
の
人
や
成
年
被
後

見
人
の
人
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

○
発
行
制
限
に
よ
り
証
明
書
が

取
得
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

○
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か
ら
発
行
さ

れ
た
証
明
書
の
交
換
や
返
金
は

で
き
ま
せ
ん
。
内
容
を
よ
く
確

認
の
う
え
、
操
作
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、カ
ー
ド
や
証
明
書
の

置
き
忘
れ
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

○
暗
証
番
号
の
入
力
を
３
回
間
違

え
る
と
利
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。（
解
除
に
は
市
民
課
ま
た
は

市
民
窓
口
課
へ
の
申
請
が
必
要

に
な
り
ま
す
。）

○
市
役
所
窓
口
で
交
付
さ
れ
る
専

用
紙
に
印
刷
さ
れ
た
証
明
書
と

は
用
紙
が
異
な
り
ま
す
が
、
高

度
な
偽
造
・
改
ざ
ん
防
止
技
術

が
施
さ
れ
た
有
効
な
証
明
書
で

す
。

○
住
民
票
コ
ー
ド
・
個
人
番
号

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）記
載
の
住
民

票
の
写
し
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

○
戸
籍
の
届
出
を
行
な
っ
た
場
合
、

数
日
の
間
は
取
得
で
き
ま
せ
ん
。

郵送申請以外にも、スマートフォン・更
埴庁舎市民課入口に設置の証明用写真機
などで申請を行なうことができます。

①「通知カード」は切り
離して保管する。

①

②

③

②記載の氏名、住所な
ど誤りがないか確認
する。

③電話番号を記入す
る。

④（外国人住民の方の
み）記載内容と異な
る場合は問い合わせ
てください。

⑤マイナンバーカード
に点字が必要な人は
□を黒く塗りつぶす。

④
⑤

⑥
⑦

⑨

⑧

⑥申請日を記入する。

⑦申請者本人が署名
するか記名・押印す
る。

⑧顔写真を貼付する。

⑨ 電 子 証 明 書 は、
e-Tax などの電子申
請、コンビニ交付サ
ービスに必要です。
□を塗りつぶすと、電
子証明書は発行され
ません。

⑩

⑩15歳未満、成年後
見人が申請する場合
に、法定代理人が記
入する。

おもて うら

個人番号カード交付申請書
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平成27年度

◎市税…75億9,502万４千円（27.6%）
　市民税、固定資産税、軽自動車税、市町村

たばこ税、入湯税、都市計画税

◎地方消費税交付金…
　11億8,519万６千円（4.3%）
　消費税８％のうち1.7％分

を、人口比率などに応じて国
が地方に交付したお金

◎分担金及び負担金…
　２億9,874万６千円（1.1%）
　事業費の一部を、受益者に負担

してもらったお金

◎使用料及び手数料…
　２億6,077万４千円（1.0%）
　市の施設使用料や各種証明書

の発行手数料など

◎国庫・県支出金…
　39億5,194万６千円
　（14.4%）　事業に対して
　国や県が交付したお金

◎諸収入…14億9,109万円
　（5.4%）　ほかの収入科目に

含まれない収入をまとめたお
金（受託事業収入など）

◎市債…36億8,213万円（13.4%）
　大きな事業をするために市が借りたお金

◎その他…１億3,018万８千円（0.4%）
　自動車取得税交付金、利子割交付金など

◎地方特例交付金…
　3,080万１千円（0.1%）
　住宅ローン減税にともなう減収

補填を目的として、国が地方に
交付したお金

◎地方交付税…
　76億6,028万２千円（27.9%）
　市の財政状況に応じて、国が

地方に交付したお金

◎その他…４億1,189万円
　（1.5%）　繰入金、財産収入、

寄付金

◎繰越金…５億8,643万７千円
（2.1%）　繰越事業の財源や、
平成26年度の決算剰余金と
して繰り越したお金

◎議会費…２億3,212万８千円（0.9%）
議会活動に使われたお金

◎公債費…34億3,119万９千円
（13.0%）　事業を行なうため
に借りたお金の返済金

◎教育費…
　46億5,875万円（17.6%）
　学校教育、社会教育の充実

に使ったお金

◎消防費…
　７億7,387万７千円（2.9%）
　火災・風水害・地震などの

災害の防除や被害軽減のた
めの活動などに使ったお金

◎農林水産業費…６億4,585万８千円
　（2.4%）　農林業の振興や農林道の

整備に使ったお金

◎衛生費…
　14億541万円（5.3%）
　病気予防のための各種検診

や、ごみ処理などに使った
お金

◎民生費…75億4,276万３千円
　（28.6%）　高齢者福祉、児童

福祉、障がい者福祉の充実な
どに使ったお金

◎諸支出金…6,133万３千円（0.2%）
　普通財産の購入に使ったお金

◎総務費…34億5,913万９千円
　（13.1%）　全 般 的 な 管 理 事

務、企画調整事務、財政・財
務管理などに使ったお金

◎商工費…13億9,491万円（5.3%）　　
　商工業の振興や観光施設の管理などに使ったお金

◎災害復旧費…350万３千円（0.0%）
　道路などの災害復旧に使ったお金

■問い合わせ先　更埴庁舎・行政経営課（内線5231）

歳出
264億3,532万
８千円

◎地方譲与税…２億1,762万２千円（0.8%）
　国が集めた税金を地方に配分したお金
（自動車重量譲与税など）

歳
出
の
概
要
（
前
年
度
と
の
比
較
）

■
歳
出
全
体
　

　
３・
４
％
、８
億
５
７
７
４
万
３
千
円
の

増
加
。

■
総
務
費　
白
鳥
園
整
備
事
業
費
が

６
８
３
０
万
６
千
円
増
加
し
た
も
の
の
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
基
金
の
積
立
額

が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
全
体
で
は

３
億
６
４
７
１
万
９
千
円
の
減
少
。

■
民
生
費　
保
育
所
施
設
整
備
事
業

２
億
６
２
１
６
万
５
千
円
の
減
少
な

ど
が
主
な
要
因
と
な
り
、
全
体
で
は

１
億
９
８
９
７
万
円
の
減
少
。

■
衛
生
費　
長
野
広
域
連
合
負
担
金
な
ど

が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、４
８
１
８
万

円
の
増
加
。

■
労
働
費　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
施
設

整
備
負
担
金
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

２
３
５
９
万
８
千
円
の
減
少
。

■
農
林
水
産
業
費　
平
成
26
年
２
月
の
豪

雪
被
害
に
対
す
る
農
作
物
等
災
害
緊
急

対
策
事
業
費
が
１
億
９
３
１
７
万
１
千

円
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
全
体

で
２
億
４
３
３
５
万
８
千
円
の
減
少
。

■
土
木
費　
市
道
新
設
改
良
事
業
費
が

２
億
１
１
６
８
万
円
減
少
し
た
こ
と
に

よ
り
、１
億
９
４
３
２
万
７
千
円
の
減
少
。

■
教
育
費　
中
学
校
改
築
事
業
費
や

第
１
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
事

業
費
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、

17
億
４
６
１
８
万
１
千
円
の
増
加
。

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
が

２
７
５
億
２
１
２
万
６
千
円
、
歳
出
が

２
６
４
億
３
５
３
２
万
８
千
円
で
、
差
引

額
が
10
億
６
６
７
９
万
８
千
円
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
平
成
28
年
度
に
予

算
を
繰
り
越
し
て
実
施
す
る
事
業
の
財

源
３
億
２
８
４
８
万
６
千
円
を
除
い
た

７
億
３
８
３
１
万
２
千
円
が
黒
字
と
な

り
ま
す
。
剰
余
金
の
う
ち
３
億
７
千
万
円

を
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
、
残
り

３
億
６
８
３
１
万
２
千
円
を
平
成
28
年

度
の
予
算
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

歳
入
の
概
要
（
前
年
度
と
の
比
較
）

■
歳
入
全
体　

　
３・９
％
、
10
億
２
８
１
０
万
４
千
円
の

増
加
。

【
自
主
財
源
】　

■
市
税　
地
価
の
下
落
に
よ
り
固
定
資
産
税

が
減
少
し
た
た
め
、市
税
全
体
で
は
０・１

％
、８
２
８
万
７
千
円
の
減
少
。

【
依
存
財
源
】　

■
地
方
交
付
税　
普
通
交
付
税
が
１・
３

％
、８
５
４
６
万
９
千
円
の
増
加
、
特
別

交
付
税
が
４・
５
％
、３
７
０
０
万
９
千

円
の
減
少
。

■
国
庫
支
出
金　
平
成
27
年
度
に
限
っ
て

交
付
さ
れ
た
国
の
地
方
創
生
関
連
補

助
金「
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の

た
め
の
交
付
金
」が
主
な
要
因
と
な
り
、

５
・
３
％
、１
億
３
３
０
１
万
５
千
円
の

増
加
。

～ 平成27年度千曲市歳入歳出決算が12月市議会定例会で認定 ～
決 算 報 告

◎労働費…2,984万４千円（0.1%）労働
福祉、雇用対策に使ったお金

＊
円
グ
ラ
フ
の
決
算
の
数
値
は
、
千
円
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。

都市計画税

3,689円

入湯税

1,072円
市町村たばこ税

5,974円

固定資産税

５万9,050円

軽自動車税

2,611円
市民税

５万1,386円

市民１人当たりが納めた市税は、12万3,782円（Ｈ28.3.31現在の住民基本台帳人口６万1,358人で算出）

＊市税には法人が納めたものも含まれています。

土木費 ４万5,579円農林水産業費

消防費 １万2,613円

商工費 ２万2,734円民生費 12万2,930円 衛生費 ２万2,905円

その他（議会費、
総務費ほか）

６万1,646円

教育費 ７万5,927円

市民１人当たりに使われたお金は、43万838円（Ｈ28.3.31現在の住民基本台帳人口６万1,358人で算出）

１万526円

公債費 ５万5,921円 災害復旧費 　57円

＊都市計画税は、都市計画事業のみ
に使用されています。

◎土木費…
　27億9,661万４千円（10.6%）
　道路、公園、河川や橋の整備など

歳入
自依

主

財

存

275億212万
６千円 源

財

源
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◆ 平成27年度に実施した主な事業 ◆

平成27年度決算報告

◆ 市の財政状況の分析 ◆

（注）決算額の数値は、千円未満を四捨五入しています。

事 業 名 事 業 内 容 決 算 額

◎総務費

シティプロモーション推進事業 ふるさと千曲市応援寄付金に関する事業費など 9,385万４千円
新幹線対策事業 新幹線新駅設置促進に係る経費 719万円
温泉活用健康増進施設（白鳥
園）整備事業 白鳥園施設整備に関する経費 ７億6,896万９千円
新庁舎等建設事業 新庁舎建設に係る基本計画策定委託料など １億1,096万２千円
循環バス運行事業 循環バス運行事業費負担金など 9,483万５千円
◎民生費

社会福祉各種事業 国民健康保険や後期高齢者医療特別会計への繰出金など 19億9,971万１千円
障害者支援各種事業 知的・身体・精神障がい者援護費など 12億4,076万４千円
老人福祉各種事業 養護老人ホームの運営に必要な経費や高齢者の在宅福祉など ２億8,584万６千円
児童福祉各種事業 保育所や子育て支援センターの管理運営費、児童手当など 20億5,833万７千円
保育所施設整備事業 公立保育園の耐震診断に関する経費など 2,844万８千円
生活保護費 受給者の生活扶助・医療扶助費など ４億4,809万８千円
◎衛生費

市民の健康管理事業 予防接種、各種健康診査、地域医療対策推進事業費など ３億5,628万１千円
清掃対策事業 資源物の収集処理や不法投棄された廃棄物の回収処分費など １億100万１千円
ごみ・し尿処理事業 ごみ・し尿収集処理費や葛尾組合への負担金など ６億2,574万円
上水道整備事業 市営水道運営のための特別会計への繰出金など 1,383万７千円
◎労働費

雇用対策事業 雇用促進などに係る経費 609万５千円
◎農林水産業費

農業振興事業 有害鳥獣駆除推進費、棚田保全事業など 7,708万４千円
農業用施設等維持管理費 揚排水機場・水門など農業用施設維持経費など １億619万円
土地改良事業 農道・水路等整備工事など １億5,718万９千円
森林整備事業 間伐・伐採等森林管理費用、松くい虫対策事業費など 7,240万１千円
◎商工費

商工業振興事業 商業振興対策事業費、中小企業金融対策事業費など 10億2,226万３千円
観光振興事業 観光宣伝委託料、観光イベント推進事業費など 7,751万８千円
◎土木費

道路・橋梁維持費 道路・橋梁維持補修費、除雪委託料など ３億947万５千円
道路新設改良事業 千曲線などの道路新設改良工事費など ３億749万５千円
都市計画街路整備事業 旧国道線整備事業、県営事業負担金など １億3,357万７千円
下水道整備事業 下水道事業会計繰出金など 15億4,161万円
公園整備事業 公園整備工事費、公園用地購入費など 7,584万６千円
◎消防費

消防費 消防団の運営、消防施設の管理、水利の整備費など １億4,106万１千円
常備消防費 千曲坂城消防組合負担金 ６億3,281万６千円
◎教育費

小・中学校施設整備事業 施設改修工事費、学校施設耐震化工事費など ３億4,466万９千円
小・中学校教育振興事業 情報教育施設整備事業、就学援助事業など １億2,996万円
中学校改築事業費 戸倉上山田中学校改築事業、更埴西中学校屋内運動場改築事業 ４億7,179万２千円
文化財保護事業 松田家整備事業、名勝姨捨保存整備事業など 3,014万３千円
文化会館管理運営事業費 更埴文化会館、戸倉創造館、上山田文化会館の管理運営費など １億716万２千円
体育施設管理事業費	 体育施設管理事業費など １億95万６千円
第1学校給食センター改築事業 第1学校給食センターの改築事業 15億165万６千円
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指
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指
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・
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、
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グラフ２　全国類似団体別財政指数との比較
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＊千曲市の数値は、普通会計の金額をＨ28.3.31現在の住民基本
台帳人口 61,358で割った値です。

＊類団指数は「類似団体別市町村財政指数表」より転記。
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業
債
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時
財
政
対
策

債
の
元
金
償
還
額
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加
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主
な
要
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、
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年
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と
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物
件
費　
需
用
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８
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千
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減
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指
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６・５
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て
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ま

す
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補
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プ
レ
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ア
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商
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発
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助
金
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応
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寄
付
金
記
念

品
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影
響
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年
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と
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平成27年度決算報告

平
成
27
年
度
の
決
算
状
況
を
総
括
し
ま
す
と
、
歳
入
は
総

額
２
７
５
億
２
１
２
万
円
ほ
ど
で
前
年
度
比
３・９
％
増
と
な

り
ま
し
た
。こ
れ
は
市
債
発
行
の
増
加
が
主
な
要
因
で
、
自
主

財
源
で
あ
る
市
税
に
つ
い
て
は
、
地
価
の
下
落
の
影
響
な
ど
で

前
年
度
比
０・１
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
は
、
第
１
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
築
や
戸
倉
上
山

田
中
学
校
、
更
埴
西
中
学
校
体
育
館
改
築
事
業
な
ど
に
よ
り

普
通
建
設
事
業
費
が
前
年
度
比
39
・
７
％
と
大
幅
に
増
加
し

た
こ
と
か
ら
、
総
額
２
６
４
億
３
６
２
４
万
円
ほ
ど
で
、
前
年

度
比
３・４
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
歳
入
面
で
は
人
口
減
少
や
地
価
の
下
落
に
よ
る
市

税
の
落
ち
込
み
、
合
併
に
よ
る
財
政
優
遇
措
置
終
了
に
よ
り

地
方
交
付
税
が
段
階
的
に
減
少
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
踏
ま

え
る
と
市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
一
般
財
源（
市
が
自
由
に

使
え
る
お
金
）の
確
保
が
非
常
に
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

一
方
、
歳
出
面
は
老
朽
化
し
た
施
設
の
維
持
管
理
経
費
、
高

齢
化
の
進
行
に
と
も
な
う
扶
助
費
や
公
共
事
業
に
充
て
た
市

債
の
償
還
費
な
ど
が
増
加
し
て
い
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
健
全
な
財
政
運
営
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
主
財
源
の
涵か

ん

養
施

策
を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と
で
歳
入
を
確
保
し
、
少
子
高

齢
化
・
人
口
減
少
な
ど
の
社
会
情
勢
に
即
し
た
公
共
施
設
の

統
廃
合
や
事
業
の
縮
小
・
廃
止
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
歳
出

を
削
減
し
て
い
く
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
の
行
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く

中
で
、
強
固
な
財
政
基
盤
の
確
立
に
向
け
引
き
続
き
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
行
財
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【自主財源】　地方公共団体が自主的に収入できる財
源。

【依存財源】　国により定められた額を交付されたり
割り当てられたりする収入や、建設事業などの財
源に充てられる地方債など。

【全国類似団体別財政指数】　人口規模や産業構造が
類似している自治体の平均値を表したもので、普
通会計単位で示される。千曲市と類似した団体は
198団体である。

【普通会計】　一般会計と特別会計の一部を合わせた
もの。自治体により異なり、財政状況を比較する
際に統一して用いられる会計単位。千曲市の場合
は、一般会計に同和対策住宅新築資金等貸付事業
特別会計を合算。

【扶助費】　社会保障制度の一環として、生活保護、
児童福祉、老人福祉などの各法に基づき、被扶助
者に対してその生活を維持するために支出される
経費など。

【公債費】　借り入れた地方債の元利償還金など。
【物件費】　人件費、扶助費、補助費等に含まれない、

消費的な経費など。
【補助費等】　個人や団体に対する補助金などで、上・

下水道事業会計への繰出金もここに含まれる。

【普通建設事業費】　道路や学校など公共施設などの
建設や改良に要する経費。

【経常収支比率】　経常的に支出される経費（人件
費、扶助費など）に経常一般財源がどの程度使わ
れたかを示す。この数値が低いほど自由に使える
資金があるということを示す。

【財政力指数】　市が平均的な水準で仕事をするのに
必要な金額に対して、市の税収入などがどの程度
確保されているかを示すもの。高いほど自主性と
安定性が確保される。

【実質公債費比率】　普通会計の借金返済額（公営企
業会計などへの負担分を含む）の標準財政規模に
対する比率。25％を超えると財政健全化計画を策
定して早期財政健全化を図らなければならない。

【将来負担比率】　普通会計の借金返済額、公営企業
会計や一部事務組合の借金返済額に対する市の負
担見込み額や退職手当支給予定額など、将来負担
すべき負担額の標準財政規模に対する比率。高い
ほど財政が圧迫されていることを示す。350％を
超えると、財政健全化計画を策定して早期財政健
全化を図らなければならない。

用語の解説

会　計 平成27年度末 平成26年度末
一般会計 277億1,203万９千円 272億3,555万４千円
同和対策住宅
新築資金等貸
付事業

506万８千円 583万９千円

下水道事業 306億3,267万８千円 315億3,272万３千円
西部水道事業 ５億5,109万円 ５億5,333万１千円

合　　計 589億87万５千円 593億2,744万７千円

表２　市債（市が借り入れたお金）の残高

表５　公営企業会計の決算一覧

表３　健全化財政指標

区　分
数値 全国類団指数

平成27年度 平成26年度 平成26年度

経常収支比率 88.4％ 90.7％ 90.9％

財政力指数 0.531 0.540 0.630

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 ― ― ―

連結実質赤字比率 ― ― ―

実質公債費比率 7.0％ 7.8％ 8.8％

将来負担比率 19.0％ 30.0％ ー

会　計 平成27年度末 平成26年度末
一般会計

（内訳）　　財政調整基金
　　　　　減債基金
　　その他特定目的基金
　　土地開発基金
　　その他定額運用基金

135億1,846万３千円
38億6,366万５千円
４億2,711万９千円

84億7,414万２千円
６億4,927万９千円

１億425万８千円

127億5,708万円
35億4,959万９千円
４億2,635万４千円

80億2,804万３千円
６億4,882万８千円

１億425万６千円
国民健康保険特別会計 4,01７万４千円 4,016万６千円
介護保険特別会計 ５億4,290万８千円 ３億9,573万２千円

合　　計 141億154万５千円 131億9,297万８千円

表１　基金（市が積み立てているお金）の残高

＊実質赤字比率・連結実質赤字比率の「―」は、実質赤字額または
連結実質赤字額がないことを示しています。

会　計 総収益 総費用 総純益
下水道事業 29億6,481万２千円 25億3,502万１千円 ４億2,979万１千円
西部水道事業 １億6,987万１千円 １億5,936万円 1,051万１千円

会　計 歳　入 歳　出
国民健康保険 70億3,173万２千円 70億2,682万１千円
後期高齢者医療 ６億7,767万４千円 ６億6,508万１千円
同和対策住宅新築資金
等貸付事業 966万８千円 91万８千円
介護保険 49億1,981万１千円 47億6,514万円

表４　特別会計の決算一覧

基
金
残
高
と
市
債
残
高
（
表
１
・
２
）

■
基
金
残
高　
一
般
会
計
で
は
、前
年

度
比
７
億
６
１
３
８
万
３
千
円
増
加

し
て
い
ま
す
。主
な
要
因
と
し
て
、財

政
調
整
基
金
３
億
１
４
０
６
万
６
千

円
の
増
加
、
新
庁
舎
建
設
基
金

１
億
４
１
２
２
万
８
千
円
の
増
加
、

文
教
施
設
整
備
基
金
１
億
２
５
６
万

円
の
増
加
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

１
億
20
万
７
千
円
の
増
加
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

■
市
債
残
高　
普
通
会
計
で
は
市
債

発
行
額
が
元
金
償
還
額
を
や
や
上

回
っ
た
た
め
、
前
年
度
対
比
１・７

％
増
の
４
億
７
５
７
１
万
４
千
円

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

健
全
化
財
政
指
標
（
表
３
）

■
経
常
収
支
比
率　
人
件
費
が
減
少

し
た
こ
と
な
ど
が
主
な
要
因
と
な

年
度
と
比
べ
て
０・８
ポ
イ
ン
ト
下

が
り
ま
し
た
。
千
曲
市
は
、
実
質

公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
と

も
に
、
早
期
健
全
化
基
準（
実
質

公
債
費
比
率
25
％
、
将
来
負
担
比

率
３
５
０
％
）を
大
幅
に
下
回
っ

て
い
ま
す
。

＊
表
１
・
２
・
４
・
５
の
数
値
は
、
千
円

未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。

っ
て
、
前
年
度
よ
り
２・３
ポ
イ
ン

ト
下
が
っ
て
い
ま
す
。
類
団
指
数

と
比
べ
て
も
２・５
％
下
回
っ
て
い

ま
す
。

■
財
政
力
指
数　
類
団
指
数
を
下
回

っ
て
お
り
、千
曲
市
は
自
主
財
源
が

少
な
く
、
地
方
交
付
税
に
頼
る
割

合
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

■
健
全
化
判
断
比
率　
実
質
公
債
費

比
率
は
、
交
付
税
算
入
率
の
高
い

合
併
特
例
事
業
債
な
ど
の
元
金
償

還
額
が
増
え
、
交
付
税
算
入
額
が

増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前

健
全
な
財
政
運
営
に
向
け
て
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人口密度（人／㎢・対数表示）

次 代 の ま ち づ く り の た め に  
～ 立 地 適 正 化 計 画 の 策 定 に 向 け て ～ v ol .  3

市では都市機能を集約したコンパクトなまちづくりを目指し、計画の策定に着手しています。
先月号では、計画策定の背景として財政面の推移についてお知らせしました。今回は、人口の推移を中
心に紹介します。
なお、素案のパブリックコメントについては、市ホームページに掲載していますので、ご覧ください。

■問い合わせ先　更埴庁舎・都市計画課（内線5622）

千曲市の用途地域内人口密度は 27.3 人／ ha（平成 17 年）ですが、このままいくと平成 52（2040）年に
は 16 人／ ha 程度にまで低下することが予想されます。高齢化率（65 歳以上人口割合）も平成 22（2010）
年の 27.4% から平成 52（2040）年には 41.1% に増加することが見込まれます。

高齢化率や人口密度と行政コスト（１人当たり歳出額）は相関が高く、高齢化率が高いほど、また人口密度が
低いほど１人当たりの行政コストが高くなるため、今後、財政が厳しくなることが予想されます（グラフ１）。

したがって、今後の高齢化の緩和や人口密度低下の抑制に取り組むことが課題です。
そのため、立地適正化計画を策定し、人口の低密度化を防ぐとともに、今まで身近に利用できた商業、医療、

金融、公共交通などの日常生活に必要な機能についても、出来るだけ維持しながら生活しやすいまちづくりを
目指していきます。

１人当たりの財政支出と高齢化率の関係

65歳以上人口比率（対数表示）

１
人
当
た
り
の
財
政
支
出
（
対
数
表
示
）5.0

5.5

6.0

6.5

7.0

7.5

8.0

8.5

9.0

9.5

10.0

0 2 4 6 8 10
5.0

5.5

6.0

6.5

7.0

7.5

8.0

8.5

9.0

9.5

10.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

（図１）老年人口割合

将来人口の推移

将来人口の推計を見ると、老年人口（65 歳以上の人口）割合は、平成 52（2040）年に大半の地区
で 30～70％となり、ほとんどの地区で増加傾向にあります（図１）。

また、人口密度は、平成 52（2040）年には 40 人／ ha の地区がなくなり、用途地域内で 10～30
人／ ha 程度、用途地域外で 10 人／ ha 未満程度となっています（図２）。

平成22年

平成52年

人口の減少、市街地の低密度化への対応

１
人
当
た
り
の
財
政
支
出
（
対
数
表
示
）

１人当たりの財政支出と人口密度の関係

（グラフ１）１人当たりの財政支出と人口密度・高齢化率の関係

立地適正化計画とは、市が作成する都市計画分野
の基本計画で、居住・医療・福祉・商業・公共施設
など、都市の生活に必要な施設の基本的な配置など
を定めるものです。

近年、急激な人口減少や少子高齢化の進展に加
え、公共施設・都市インフラの老朽化や大規模災害
への備えなど、まちづくりに求められる課題は多様
化しています。こうした課題に対応するためには、

「コンパクトシティ」の実現に向けた取り組みを推進
していく必要があります。

本計画は、「コンパクトシティ」の考え方を推進す
るとともに、行政・市民・民間事業者が一体となっ

（図２）人口密度

平成22年

平成52年

て、コンパクトなまちづくりに取り組み、持続可能な
地域社会を形成していくための土台となるものです。

本計画は、おおむね 20 年後を目標とし、都市計画
区域全体を計画対象とすることが基本です。将来の
人口動向などを勘案して、人が集まって住む「居住誘
導区域」と都市と
しての拠点を形
成する「都市機能
誘導区域」などを
設定します。

＊コンパクトシティ……医療・福祉・商業など日常生活に必要な機能が集まる拠点同士を、鉄道やバスなどの公共交通
　　　　　　　　　　により連携した集約型の都市構造

立地適正化計画策定の目的

▲都市計画審議会において、審議・
検討を行なっています

【出典】国土交通省資料
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１
月
15
日（
日
）に
、
千
曲
市

消
防
団
出
初
式
を
行
な
い
ま
す
。

出
初
式
で
は
街
頭
行
進
を
行

な
い
、
そ
の
後
式
典
を
行
な
い

ま
す
。
街
頭
行
進
で
は
ラ
ッ
パ

分
団
の
吹
奏
音
楽
隊
を
先
頭
に

消
防
団
員
、
婦
人
消
防
隊
員
約

７
０
０
人
と
、
消
防
ポ
ン
プ
車
、

は
し
ご
車
な
ど
が
行
進
し
ま
す
。

隊
列
は
午
前
９
時
に
ベ
イ
シ

ア
を
出
発
し
、
船
山
通
り
か
ら

屋
代
駅
前
通
り
を
式
典
会
場
の

更
埴
文
化
会
館
へ
向
か
っ
て
行

進
す
る
た
め
、一
時
的
に
片
側
通

行
な
ど
の
交
通
規
制
を
し
ま
す
。

市
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、
消
防
団

員
ら
の
威
風
堂
々
た
る
行
進
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

街
頭
行
進
を
見
学
す
る
人

は
、
千
曲
中
央
病
院
の
駐
車
場

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

街
頭
行
進
区
間

至長野

更
埴
文
化

会
館

更
埴
体
育
館

ベ
イ
シ
ア

至上田

市
役
所

更
埴
庁
舎

市消防団出初式の街頭行進区間図

千
曲
中
央

病
院

し
な
の
鉄
道

屋
代
駅

Ｐ

国
道
18
号

西
船
山
通
り

■問い合わせ先　更埴庁舎・危機管理防災課（内線5252）

Ｐ

市
消
防
団
出
初
式
の
街
頭
行
進
　
交
通
規
制
に
ご
協
力
を

　力を合わせて地域を守ろう

　  消防団員を募集!!

旧
体
育
館
は
昭
和
39
年
に
造
ら

れ
た
も
の
で
、
建
設
か
ら
約
50
年

が
経
過
し
て
い
た
こ
と
か
ら
老
朽

化
が
進
ん
で
い
た
ほ
か
、
市
内
の
他

中
学
校
の
体
育
館
と
比
べ
る
と
狭

く
、
生
徒
の
多
様
な
活
動
に
対
応

で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

新
体
育
館
は
、
可
能
な
限
り
ア

リ
ー
ナ
面
積
を
広
く
す
る
と
い
う

考
え
方
で
設
計
を
行
な
っ
た
た
め
、

地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
要
望
の
強
か

っ
た
正
規
の
大
き
さ
の
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
コ
ー
ト（
40
メ
ー
ト
ル
×
20
メ
ー

ト
ル
）を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ま
た
、
災
害
時
に
は
避
難
施
設

に
な
る
こ
と
か
ら
、耐
震
基
準
を
満

た
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
天

井
、
照
明
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
な

ど
が
地
震
に
よ
り
落
下
し
な
い
よ

う
に
配
慮
し
ま
し
た
。多
目
的
ト

イ
レ
は
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
と
し
、

シ
ャ
ワ
ー
室
も
整
備
し
ま
し
た
。

社会体育利用等の一般貸出を２月１日（水）か
ら開始します。使用料は、１２月議会において条
例改正を行ない、下表のとおりとなります。

使用区分 使用料
アリーナ全面 1,000円／時間
アリーナ半面 500円／時間

アリーナ1/4面以下 250円／時間
照明・暖房

（アリーナ全面）
電灯料1,000円
暖房料2,000円

照明・暖房
（アリーナ半面）

電灯料500円
暖房料1,000円

照明・暖房
（アリーナ1/4面以下）

電灯料250円
暖房料500円

ハンドボール用器具 200円／１組・１回
バスケットボール用器具 300円／１組・１回

バレーボール用器具 200円／１組・１回
ソフトバレー用器具 100円／１組・１回
バドミントン用器具 100円／１組・１回

卓球用器具 100円／１組・１回
放送設備 400円／一式・１回

大型映像装置 3,000円／一式・１回
ステージ備品 500円／一式・１回

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
教
育
総
務
課（
内
線
６
３
１
２
）

更
埴
西
中
学
校
に
つ
い
て
は
、平

成
19
年
に
普
通
教
室
棟
、
平
成
23

年
に
管
理
・
特
別
教
室
棟
が
完
成

し
て
い
ま
す
。今
回
の
体
育
館
工
事

が
完
成
し
た
こ
と
で
、平
成
15
年
か

ら
進
め
て
き
た
学
校
改
築
事
業
が

す
べ
て
完
了
し
ま
し
た
。

▲動画はこちらから

動 画

一般貸出は２月１日から

　【更埴西中学校体育館概要】

構造　鉄筋コンクリート造　
　　　一部鉄骨造　平屋建
総事業費　約７億 6,000 万円
財源　国の交付金、学校教育施設等
　　　整備事業債など
延床面積　1,479.27 ㎡
アリーナ面積　1,163.40 ㎡
主な設備　
　　遠赤外線放射暖房機（アリーナ）

▲第１２分団作成

動 画

▲第３分団作成

▲動画はこちらから

更
埴
西
中
学
校
の
新
体
育
館
が
完
成
し
、
平
成
15
年
か
ら
進
め
て
き
た
学

校
改
築
事
業
が
す
べ
て
完
了
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
12
月
１
日
か
ら
利

用
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
　
更
埴
西
中
学
校
体
育
館
が
完
成

消
防
団
は
、
災
害
か
ら
地
域
を
守
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
千
曲
市
消
防

団
で
は
、
私
た
ち
の
郷
土
千
曲
市
を
守
る
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

近
年
各
地
で
発
生
す
る
集
中
豪
雨

や
地
震
な
ど
の
災
害
は
、
複
雑
・
大

規
模
化
し
、
災
害
か
ら
地
域
を
守
る

消
防
団
の
活
動
は
、
住
民
の
大
き
な

期
待
を
集
め
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
、
火
災
現
場
や
災
害
現

場
で
の
活
動
、
火
災
予
防
の
広
報
や

災
害
防
止
の
警
戒
、
消
防
技
術
や
知

識
の
習
得
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
活
動
は
苦
労
を
と
も
な

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
活
動
を
通

じ
て
得
た
経
験
や
さ
ま
ざ
ま
な
人
と

の
つ
な
が
り
は
、
一
生
の
財
産
と
な

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
郷
土
愛
を
是
非

地
域
に
活い

か
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
要
件

○
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
人
。

○
18
歳
以
上
で
心
身
と
も
に
健
全
な

人
。
学
生
で
も
入
団
で
き
ま
す
。

（
高
校
生
は
不
可
）

＊
入
団
方
法
な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

【
消
防
団
員
募
集
Ｃ
Ｍ
を
放
映
】

消
防
団
員
が
作
成
し
た
消
防
団
の

魅
力
が
詰
ま
っ
た
Ｃ
Ｍ
で
す
。

■
期
間　
３
月
31
日（
金
）ま
で

■
放
送
媒
体　

　
し
な
の
鉄
道
車
両
、
駅
舎
、
ケ
ー

ブ
ル
ネ
ッ
ト
千
曲

＊「
千
曲
市
役
所
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
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　千曲市ホームページ　http://www.city.chikuma.lg.jp　　　　　更埴庁舎　  　026-273-1004
　千曲市役所　℡026-273-1111（代表）　  　　　　　　　　　　　戸倉庁舎　  　026-275-0238
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  上山田庁舎　   　 026-276-0796ＦＡＸ

ＦＡＸ

ＦＡＸ

視覚障がい者などの皆さんに市の情報を提供するためのコードで、
専用の読み上げ装置により、活字を音声に変換できます。音声コード ……

■
募
集
人
員　
１
人

■
職
種　
栄
養
士

■
募
集
要
件　
栄
養
士
の
資
格
を
有

し
、
普
通
自
動
車
免
許
が
あ
り
、

パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
人

■
勤
務
内
容　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
給

食
の
献
立
作
成
・
調
理
・
事
務
な
ど

■
勤
務
場
所　
第
１
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー　

■
勤
務
期
間　
４
月
１
日
～
平
成
30

年
３
月
31
日

■
勤
務
日
数　
一
般
職
員
に
準
ず
る

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

■
賃
金　
月
額
17
万
５
０
０
０
円

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
、
１
月
20
日（
金
）ま
で

に
第
１
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
持

参
す
る
か
、
郵
送（
当
日
必
着
）し

て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験　
１
月
下
旬

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先　
第
１

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー（
〒
３
８
７

－
０
０
２
１ 

千
曲
市
大
字
稲
荷

山
１
２
４
０
番
地
、
℡
０
２
６

－
２
７
２

－

２
１
１
４
）

嘱
託
職
員
（
栄
養
士
）
募
集

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
職
種　
介
護
認
定
調
査
員

■
募
集
要
件
・
賃
金　

①
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
の
資
格

が
あ
る
人

○
嘱
託
職
員　
月
額
19
万
８
０
０
０

円
○
臨
時
職
員　
日
額
７
６
９
０
円

②
福
祉
・
介
護
職
実
務
経
験
が
あ
る

人 非
常
勤
職
員
（
介
護
認
定
調
査
員
）
募
集

■
募
集
人
員　
１
人

■
職
種　
事
務
補
佐
員

■
募
集
要
件　
市
内
ま
た
は
坂
城
町

に
在
住
し
、
普
通
自
動
車
免
許
が

あ
り
、パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
人

■
勤
務
場
所　
千
曲
坂
城
消
防
本

部
総
務
課（
千
曲
市
大
字
磯
部

１
２
２
１
番
地
）

■
勤
務
期
間　
４
月
１
日
～
平
成
30

年
３
月
31
日

■
賃
金　
月
額
15
万
１
５
０
０
円

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
、１
月
10
日（
火
）か
ら

２
月
３
日（
金
）ま
で
に
千
曲
坂

城
消
防
本
部
総
務
課
に
持
参
す
る

か
、
郵
送（
当
日
必
着
）し
て
く
だ

さ
い
。

■
試
験
日
・
会
場　
２
月
12
日（
日
）

午
前
９
時
・
更
埴
消
防
署

＊
面
接
試
験
の
み

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
千
曲
坂
城
消
防
本
部
・
総
務
課
・

総
務
係 

（
〒
３
８
７

－

０
０
１
１ 

千
曲
市
大
字
杭
瀬
下
84
番
地
、
℡

０
２
６

－

２
７
４

－

０
１
１
９
）

嘱
託
職
員
（
千
曲
坂
城
消
防
組
合
）
募
集

○
嘱
託
職
員　
月
額
17
万
５
０
０
０

円
○
臨
時
職
員　
日
額
６
７
３
０
円

＊
①
②
と
も
に
普
通
自
動
車
免
許
を

保
持
し
パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
人

■
勤
務
場
所　
高
齢
福
祉
課
認
定
調

査
係（
戸
倉
庁
舎
）

■
勤
務
期
間　
４
月
１
日
～
平
成
30

年
３
月
31
日

■
勤
務
日
数　

○
嘱
託
職
員　
一
般
職
員
に
準
ず
る

○
臨
時
職
員　
11
日
～
17
日
／
月

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
、
募
集
要
件
に
係
る
資

格
・
登
録
な
ど
の
証
明
書
の
写
し

を
添
え
て
、１
月
25
日（
水
）ま
で

に
戸
倉
庁
舎
高
齢
福
祉
課
に
持
参

す
る
か
、郵
送（
当
日
必
着
）し
て

く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験　
２
月
上
旬
～
中
旬

＊
詳
細
は
応
募
者
に
連
絡
し
ま
す
。

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
戸
倉
庁
舎
・
高
齢
福
祉
課
・
認
定

調
査
係（
〒
３
８
９

－

０
８
９
２ 

千
曲
市
大
字
戸
倉
２
３
８
８
番

地
、内
線
６
２
３
８
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人
稲
荷

山
蔵
の
会
が
、
平
成
27
年
度
に

県
の「
地
域
発 

元
気
づ
く
り
支

援
金
」を
活
用
し
て
実
施
し
た

事
業
が
、
今
後
の
地
域
づ
く
り

の
模
範
に
な
る
と
し
て
長
野
地

方
事
務
所
長
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

稲
荷
山
蔵
の
会
は
、
空
き
店

舗
と
な
っ
て
い
た
田
中
園
茶
店

を
改
修
し
、
伝
統
的
料
理
・
農

産
物
の
販
売
や
外
国
人
観
光
客

に
対
し
伝
統
文
化
の
体
験
の
場

を
提
供
す
る
な
ど
、
観
光
拠
点

の
整
備
に
よ
る
地
域
の
魅
力
向

上
や
、
住
民
協
働
に
よ
る
観
光

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

教
育
長
の
紹
介

市
議
会
12
月
定
例
会
で
議
会
の
同

意
を
得
て
、
教
育
長
に
赤
地
憲
一
さ

ん
が
市
長
か
ら
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

赤
地
教
育
長
の
任
期
は
平
成
28
年
12

月
22
日
か
ら
3
年
間
で
す
。

教育長
赤地 憲一 さん

（内川）

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

1
月
１
日
付
け
で
、
宮
下
正
子
さ

ん（
倉
科
・
再
任
）、
赤
塩
曜
子
さ
ん

（
内
川
・
再
任
）が
、
法
務
大
臣
か
ら

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
な

っ
た
り
、
法
務
局
や
特
設
相
談
所
な

ど
で
人
権
相
談
を
受
け
た
り
す
る
な

ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
が
中
心
と

な
っ
て
電
話
で
の
人
権
相
談
も
行
な

っ
て
い
ま
す
。気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

■
電
話
相
談
先　

○
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番（
℡

０
１
２
０

－０
０
７

－１
１
０
）

○
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
℡

０
５
７
０

－０
７
０

－８
１
０
）

■
電
話
受
付
時
間　
平
日
の
午
前
８

人権擁護委員
宮下 正子 さん

（倉科）

人権擁護委員
赤塩 曜子 さん

（内川）

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
戸
倉
庁
舎
・
人
権
政
策
課（
内
線

６
３
３
１
）

「
稲
荷
山
蔵
の
会
」
が
長
野

地
方
事
務
所
長
表
彰
を
受
賞

▲12月15日に長野地方事務所で
表彰式が行なわれました

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
戸
倉
庁
舎
・
教
育
総
務
課（
内
線

６
３
１
６
）
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20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
未

満
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
付

す
る
制
度
で
す
。
こ
の
た
め
、
学
生

で
あ
っ
て
も
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
年
金
は
年
を
と
っ
た
と
き

や
、
病
気
・
ケ
ガ
で
障
が
い
が
残
っ

た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な

っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

20
歳
の
誕
生
日
の
前
月
に
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
届
く「
国
民
年
金

資
格
取
得
届
」に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
現
在
住
ん
で
い
る
市
町
村
の
国

民
年
金
担
当
窓
口
、
ま
た
は
最
寄
り

の
年
金
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
手
続
き
が
済
む
と
、
基
礎
年
金

番
号
が
記
載
さ
れ
た
年
金
手
帳
が
交

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
が
払
え
な
い
と
き
は

次
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
保
険
料
の
納
付
を
先
に
延
ば
す

ほ
か
、
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
る
障

害
給
付
の
受
給
を
可
能
に
し
ま
す
。

○
学
生
納
付
特
例

学
生
で
所
得
の
な
い
人
の
保
険
料

納
付
を
猶
予
す
る
制
度
で
す
。

○
納
付
猶
予
制
度

50
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
や
配
偶

者
の
所
得
が
少
な
い
場
合
に
保
険
料

納
付
を
猶
予
す
る
制
度
で
す
。

猶
予
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料

は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
納

め
ら
れ
、
将
来
の
年
金
額
を
確
保
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
猶
予
を
受
け
て

か
ら
3
年
度
目
以
降
に
納
付
す
る
場

合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
加
算
金
が

付
き
ま
す
。

平
成
28
年
中
に
支
払
わ
れ
た
老
齢

年
金
の
金
額
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る

源
泉
徴
収
票
が
、
公
的
年
金
受
給
者

あ
て
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
1
月
に

郵
送
で
届
き
ま
す
。
確
定
申
告
の
添

付
書
類
な
ど
に
必
要
な
の
で
、
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

○
長
野
南
年
金
事
務
所　
（
℡

０
２
６

－2
2
7

－1
2
8
4
）

○
更
埴
庁
舎
・
市
民
課（
内
線

５
４
３
４
）

任
期
満
了
に
と
も
な
い
平
成
28
年

12
月
1
日
付
で
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
、
次
の
皆
さ
ん
が
民
生
児
童
委
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た（
市
か
ら
は
福

祉
委
員
を
委
嘱
）。
任
期
は
３
年
で

す
。民

生
児
童
委
員
は
、
生
活
上
の
問

題
、
家
族
の
問
題
、
身
体
障
害
者
福

祉
、
高
齢
者
福
祉
、
児
童
福
祉
、
災

害
時
の
避
難
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
相

談
に
応
じ
、
問
題
解
決
が
で
き
る
よ

う
皆
さ
ん
の
よ
き
相
談
役
、
関
係
機

関
と
の
調
整
役
と
し
て
活
動
し
ま

す
。気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

民
生
児
童
委
員
に
は
担
当
地
区
が

あ
り
、
民
生
委
員
法
に
定
め
ら
れ
た

任
務
と
し
て
地
域
の
実
情
を
把
握
す

る
た
め
に
、
担
当
地
区
の
世
帯
を
訪

問
し
世
帯
の
状
況
な
ど
を
お
伺
い
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
戸
倉
庁
舎
・
福

祉
課（
内
線
６
２
１
２
）

千
曲
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

■
会
長
　
大
島
剛
（
上
山
田
）

■
副
会
長
　
春
日
和
子
（
屋
代
）、
稲

玉
幸
信
（
東
部
）、
濵
田
政
常
（
戸

倉
）　

屋
代
地
区
（
17
人
）

■
会
長
　
春
日
和
子

　
（
℡
０
２
６

－2
7
2

－1
4
8
5
）

■
担
当
地
区
・
担
当
委
員

○
１
区
　
武
田
好
美
、北
澤
清
子

○
２
区
　
安
田
賢
司
、
矢
島
洋
子
、

白
石
德
子

○
３
区
　
宮
沢
照
伊
、飯
島
秋
子

○
４
区
　
若
林
貞
子
、西
村
昭
治

○
５
区
　
村
山

行
、
髙
橋
道
子
、

倉
石
智
津
子
、春
日
和
子

民
生
児
童
委
員
を
紹
介
　
～
民
生
委
員
制
度
は
、
今
年
で
創
設
１
０
０
周
年
で
す
～

○
６
区
　
橋
詰
光
子
、熊
澤
幸
夫

○
主
任
児
童
委
員
　
七
澤
敏
光
、　

嶋
田
惠
美
子

東
部
地
区
（
20
人
）

■
会
長
　
稲
玉
幸
信

　
（
℡
０
２
６

－２
７
２

－6
0
3
7
）

■
担
当
地
区
・
担
当
委
員

○
森
西
区
　
西
村
將
雄
、近
藤
公
憲
、

西
村
千
惠
子

○
森
東
区
　
北
澤
茂
登
枝
、
鹿
野
好

子
○
森
西
区
・
東
区　
瀧
澤
一
男

○
倉
科
　
八
木
澤
禮
司
、
町
田

和

子
、田
中
佳
治
、稲
玉
幸
信

○
雨
宮
　
西
澤
美
代
子
、
戸
塚
篤
、

鎌
田
恵
子
、宮
下
裕
子

○
土
口　
山
﨑
み
き
子
、内
川
悦
子

○
生
萱　
井
出
ゆ
り
子
、久
保

康

○
主
任
児
童
委
員　
島
田
彰
男
、
島

田
和
子

埴
生
地
区
（
20
人
）

■
会
長
　
宇
都
宮
新
二

　
（
℡
０
２
６

－２
７
４

－３
１
６
５
）

■
担
当
地
区
・
担
当
委
員

○
寂
蒔　
宮
坂
民
江
、小
森
い
ず
み

○
鋳
物
師
屋　
内
山
八
千
世
、
寺
澤

香
代
子

○
打
沢　
湯
原
悦
子

○
小
島　
高
木
満
惠
、髙
地
増
男

○
桜
堂　
山
﨑
カ
ヨ
子

○
杭
瀬
下　
金
井
與
志
雄
、
宇
都
宮

新
二
、
滝
澤
富
美
惠
、
下
倉
久
美

子
○
新
田　
碓
田
庸
子
、小
笠
原
輝
良

○
中　
山
﨑
明
、宮
城
武

○
主
任
児
童
委
員　
石
川
み
ど
り
、

長
尾
英
子

稲
荷
山
地
区
（
17
人
）

■
会
長
　
山
﨑
文
清

　
（
℡
０
２
６

－２
７
２

－1
3
3
9
）

■
担
当
地
区
・
担
当
委
員

○
治
田
町　
柴
﨑
次
子
、山
﨑
文
清

○
本
八
日
町　
小
池
啓
子

○
上
八
日
町　
中
野
健
一
郎

○
中
町　
松
本
敦
子
、田
中
重
穗

○
荒
町　
小
出
京
子
、宮
坂
幸
伸

○
元
町　
小
玉
實
、桐
原
克
子

○
小
坂　
緑
川
袈
裟
利

○
東
・
中
・
西
区　
瀧
澤
式
子
、
栁

澤
信
子

○
佐
野　
南
澤
德

○
大
田
原　
松
林
次
男

○
主
任
児
童
委
員　
小
林
い
せ
子
、

荒
井
里
子

八
幡
地
区
（
16
人
）

■
会
長
　
青
木
俊
夫

　
（
℡
０
２
６

－２
７
２

－５
０
２
１
）

■
担
当
地
区
・
担
当
委
員

○
代　
佐
藤
耕
二

○
大
池　
丸
山
裕
香
己

○
姨
捨　
小
野
良
　

○
峯　

木
田
惠
実
子

○
中
原　
青
木
俊
夫

○
郡　
亀
山
ち
ゑ
子

○
上
町　
武
井
ひ
ろ
子

○
辻　
宮
澤
友
雄

○
新
宿　
飯
田
喜
美
子

○
森
下　
宮
西
秀
貴

○
北
堀　
西
澤
敬
子

○
志
川　
近
藤
豊
茂
子
、
村
上
大
三

郎
○
主
任
児
童
委
員　
永
田
静
惠
、
根

石
け
さ
子

戸
倉
地
区
（
40
人
）

■
会
長　
濵
田
政
常

　
（
℡
０
２
６

－２
７
６

－６
２
８
０
）

■
担
当
地
区
・
担
当
委
員

○
磯
部　
髙
野
な
つ
よ
、原
山
哲

○
福
井　
竹
内

子
、荒
井
正
義

○
新
戸
倉
温
泉　
大
村
芳
男
、
早
志

宏
子

○
上
町　
岡
光
男
、
下
条
正
美
、
熊

谷
秀
子

○
上
中
町　
池
田
範
子

○
中
町　
小
林

輔

○
今
井
町　
児
玉
正
泰
、濵
田
政
常

○
柏
王　

池
定
秋

○
戸
倉
温
泉　
小
松
美
栄
子

○
若
宮　
小
山

男
、
栁
澤
け
さ

子
、久
保
田
眞
知
子

○
芝
原　
中
村
正
光

○
仙
石　
小
松
吟
江
、西
澤
宜
子

○
羽
尾
四
区　
塚
田
昭
子

○
羽
尾
五
区　
夏
目
幸
子
、森
保
美

○
須
坂　
瀧
澤

子

○
黒
彦　
青
木
八
千
代
、山
﨑
治

○
上
徳
間　
瀬
在
と
き
子
、
宮
島
初

子
、春
原
眞
弓
、宮
入
昌
章

○
内
川　
中
村
光
昭
、
瀬
在
啓
明
、

山
田
百
合
子

○
千
本
柳　
竹
内
榮
子
、安
西
正
喜

○
小
船
山　
大
日
野
春
代

○
主
任
児
童
委
員　
水
澤
佳
月
子
、

柳
町
弘
美

上
山
田
地
区
（
21
人
）

■
会
長　
大
島
剛

　
（
℡
０
２
６

－２
７
５

－０
７
０
４
）

■
担
当
地
区
・
担
当
委
員

○
力
石　
山
﨑
一
夫
、荻
原
里
子

○
新
山　
宮
原
あ
い
子

○
漆
原　
田
嶋
由
理
子

○
三
本
木　
安
藤
昌
子
、柴
本
松
夫

○
八
坂　
小
平
登
美
子

○
中
央　
合
津
誠
三
、安
藤
邦
彦

○
城
腰　
若
林
甫
汎
、西
澤
京
子

○
温
泉　
武
藤
山
治
、
高
松
伸
富
、

髙
橋
達
夫
、大
島
剛
、藤
岡
則
子
、

和
田
勝
美
、
山
﨑
俊
文
、
西
澤
一

吉
○
主
任
児
童
委
員　
西
澤
正
子
、
鹿

田
厚
子

公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
が
届

き
ま
す
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が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

日
本
人
の
２
人
に
１
人
は
何
ら
か

の
が
ん
に
罹か

か

り
、３
人
に
１
人
が
、
が

ん
で
死
亡
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。男
女
と
も
、
が
ん
の
死
亡
数
・

罹
患
数
は
、
人
口
の
高
齢
化
を
主
な

原
因
と
し
て
増
加
し
続
け
て
お
り
、

昭
和
60
年
と
比
べ
る
と
、
平
成
25
年

の
が
ん
死
亡
数
は
約
２
倍
、
平
成
22

年
の
が
ん
罹
患
数
は
約
２・
５
倍
と

な
っ
て
い
ま
す
。な
か
で
も
、胃
が
ん

は
が
ん
の
死
因
の
第
２
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
胃
が
ん
を
予
防
す
る
ポ
イ
ン
ト

○
禁
煙

○
ア
ル
コ
ー
ル
を
控
え
る

○
食
事
の
バ
ラ
ン
ス（
高
脂
肪
・
高

塩
分
）に
気
を
付
け
る

○
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
治
療

＊
ピ
ロ
リ
菌
と
は
、
胃
の
中
に
住
む

ら
せ
ん
状
の
菌
で
、
慢
性
胃
炎
や

胃
が
ん
の
原
因
の
ひ
と
つ
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
注
意

し
て
い
て
も
、
胃
が
ん
発
症
の
危
険

性
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

定
期
的
に
検
診
を
受
け
て
、
早
期
に

が
ん
を
発
見
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

胃
が
ん
検
診

市
は
、
胃
部
Ｘ
線
検
査
を
毎
年
実

施
し
て
い
ま
す
。
バ
リ
ウ
ム（
造
影

剤
）と
発
泡
剤（
胃
を
膨
ら
ま
せ
る

薬
）を
飲
み
、
胃
の
中
の
粘
膜
を
検

査
し
ま
す
。
検
査
の
結
果
、
精
密
検

査
の
対
象
と
な
っ
た
人
は
、
医
療
機

関
を
受
診
し
て
精
密
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
精
密
検
査
と
な

っ
た
人
の
な
か
に
は
、
胃
が
ん
、
胃
・

十
二
指
腸
潰
瘍
、
胃
ポ
リ
ー
プ
、
胃

炎
、
な
ど
の
人
が
い
ま
す
。
精
密
検

査
の
結
果
、
治
療
が
必
要
と
診
断
さ

れ
た
人
は
、
主
治
医
の
指
示
に
従
っ

て
き
ち
ん
と
治
療
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
家
族
の
中
で
い
つ
も
胃
の
調

子
が
悪
い
人
が
い
る
場
合
は
、
医
療

機
関
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

定
期
的
に
が
ん
検
診
の
受
診
を

「
平
成
29
年
度
各
種
検
診
申
し
込

み
は
が
き
」を
１
月
上
旬
、各
世
帯
に

郵
送
し
ま
す
。受
診
を
希
望
す
る
人

は
、１
月
20
日（
金
）ま
で
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・

更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー（
内
線

５
５
０
８
）

建
設
工
事
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
付

平
成
29
・
30
年
度
に
市
が
発
注
す

る
建
設
工
事
や
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務（
工
事
に
関
係
す
る
測
量
・

設
計
な
ど
の
委
託
業
務
）の
入
札
参

加
資
格
審
査
の
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。現

在
、
入
札
参
加
資
格
の
登
録
が

あ
る
場
合
で
も
新
た
に
申
請
が
必
要

で
す
。

＊
今
回
の
申
請
か
ら
新
た
な
申
請
要

件
と
提
出
様
式
の
追
加
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

■
受
付
期
間　

　
２
月
１
日（
水
）～
28
日（
火
）

■
申
請
要
領
・
様
式　
更
埴
庁
舎

管
財
契
約
課
に
あ
り
ま
す
。市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま

す
。

■
申
請
方
法　
添
付
書
類
一
式
を
Ａ

４
サ
イ
ズ
で
統
一
し
、
ダ
ブ
ル
ク

リ
ッ
プ
な
ど
で
ま
と
め
て
、
受
付

期
間
中
に
更
埴
庁
舎
管
財
契
約
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

物
品
購
入
等
は
随
時
受
付
中

物
品
購
入
な
ど
の
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。平
成
28
・
29
年
度
の
入
札
参

加
資
格
の
未
登
録
者
で
入
札
に
参
加

を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
る
申
請
方
法
な
ど
を
確
認

の
う
え
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
管

財
契
約
課（
内
線
５
３
５
２
）

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
簡

素
で
効
率
的
な
行
政
基
盤
を
確
立
す

る
た
め
、
市
の
行
政
改
革
に
関
す
る

施
策
に
つ
い
て
審
議
な
ど
す
る「
千

曲
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　
２
人
程
度

■
応
募
資
格　
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
人

○
市
内
に
在
住
の
人

○
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
で
満
18

歳
以
上
の
人

○
市
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
に
委
嘱

さ
れ
て
い
な
い
人

○
市
の
行
政
改
革
に
関
す
る
施
策
に

つ
い
て
、
市
民
の
立
場
か
ら
建
設

的
な
意
見
を
述
べ
ら
れ
る
人

○
年
数
回
開
催
す
る
委
員
会
に
出
席

で
き
る
人

■
任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
３
年
間

■
報
酬　
委
員
会
出
席
ご
と
に
、
日

額
６
３
０
０
円

千
曲
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
委
員
を
募
集

＊
委
員
会
が
４
時
間
以
内
の
場
合
は

３
１
５
０
円
で
す
。

■
応
募
期
限　
１
月
16
日（
月
）

■
応
募
方
法　
任
意
の
様
式
に
、「
市

の
行
政
改
革
に
対
す
る
意
見
・
考

え
」を
４
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、

住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、電
話
番

号
、
免
許
資
格（
資
格
な
ど
を
持

っ
て
い
る
場
合
）を
記
入
の
う
え
、

更
埴
庁
舎
行
政
経
営
課
に
持
参
す

る
か
、
郵
送（
当
日
消
印
有
効
）ま

た
は
電
子
メ
ー
ル（gyokaku@

city.chikum
a.nagano.jp

）

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
市
の
行
政
改
革
に
関
す
る
取
組
み

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
行

政
経
営
課（
〒
３
８
７

－

８
５
１
１ 

千
曲
市
大
字
杭
瀬
下
84
番
地
、
内

線
５
２
３
２
）

果
樹
改
植
や
苗
木
購
入
に
補
助
金
を
交
付

市
で
は
、
果
樹
の
生
産
振
興
を
図

る
た
め
、
果
樹
の
苗
木
購
入
や
低
位

園
の
再
開
発
を
目
的
と
し
て
行
な
う

事
業
の
経
費
に
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

■
対
象
者　

○
農
業
者
ま
た
は
農
業
団
体
で
、
市

税
に
滞
納
の
な
い
人

○
市
内
に
農
地
を
持
っ
て
い
る
人

■
支
援
内
容
・
条
件

①
果
樹
改
植
と
低
位
園
の
再
開
発

費
用　
実
施
面
積
５
ア
ー
ル
以
上

の
圃
場
に
、
り
ん
ご
、
ぶ
ど
う
、
も

も
、プ
ル
ー
ン
、さ
く
ら
ん
ぼ
な
ど

を
改
植
す
る
場
合
の
経
費
の
う
ち
、

抜
根
、深
耕
、整
地
な
ど
を
行
な
う

目
的
の
重
機
借
り
上
げ
費
用
や
運

搬
費
用
、
そ
れ
ら
の
作
業
委
託
料
、

片
付
け
代
、
新
植
す
る
果
樹
の
苗

木
代
、土
壌
改
良
代
の
補
助
。

＊
本
人
の
作
業
代
、
個
人
に
対
す
る

人
件
費
、
作
業
時
の
飲
食
代
、
果

樹
棚
に
関
す
る
費
用
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

②
あ
ん
ず
園
地
の
整
備
な
ど
の
費
用

５
本
以
上
の
あ
ん
ず
の
苗
木
の
一

括
購
入
や
植
栽
に
と
も
な
う
圃
場

整
備
の
費
用
補
助
。

■
補
助
率

①
果
樹
改
植
と
低
位
園
の
再
開
発
費

用　
消
費
税
を
除
い
た
経
費
の
2

分
の
1
以
内

②
あ
ん
ず
園
地
の
整
備
な
ど
の
費
用

　
消
費
税
を
除
い
た
経
費
の
3
分
の

2
以
内

■
申
請
方
法　
申
請
書
と
必
要
書
類

を
添
付
の
う
え
、
上
山
田
庁
舎
農

林
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
申
請
書
は
上
山
田
庁
舎
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
上
山
田
庁
舎
・

農
林
課（
内
線
７
２
４
２
）
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「
第
33
回
信
州
さ
ら
し
な
・
お
ば
す
て
観
月
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
全
国
俳
句
大
会
」
入
賞
者
を
紹
介

平
成
28
年
９
月
17
日
開
催

■
第
一
回
姨
捨
俳
句
大
賞
　

　
杉
山 
久
子（
山
口
県
山
口
市
）

■
募
集
句
一
般
の
部
　
入
賞
者

○
さ
ら
し
な
・
お
ば
す
て
大
賞

　
福
田 

喜
美
子（
松
本
市
）

○
長
野
県
知
事
賞　

　
大
井 

さ
ち
子（
坂
城
町
）

○
千
曲
市
長
賞　

　
小
林 

美
峰（
埼
玉
県
坂
戸
市
）

○
千
曲
市
教
育
長
賞　

　
冨
田 

柊
二（
千
葉
県
千
葉
市
）

○
千
曲
市
観
光
協
会
長
賞　

　
井
藤 

茂
雄（
徳
島
県
徳
島
市
）　

○
千
曲
市
議
会
議
長
賞　

　
笠
井 

厚
子（
千
曲
市
）

○
長
野
県
俳
人
協
会
賞　

　
曽
根 

新
五
郎（
東
京
都
新
島
村
）

○
千
曲
商
工
会
議
所
会
頭
賞　

　
丹
下 

凱
夫（
岡
山
県
岡
山
市
）

○
戸
倉
上
山
田
商
工
会
長
賞　

　
清
水 

ゆ
き
子（
上
田
市
）

○
信
濃
毎
日
新
聞
社
賞　

　
西 

幸
敏（
長
野
市
）

○
朝
日
新
聞
社
賞　

　
畔
上 

文
子（
千
曲
市
）

○
毎
日
新
聞
社
賞　

　
塚
本 

治
彦（
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎

市
）

○
読
売
新
聞
社
賞　

　
寺
部 

糸
子（
愛
知
県
知
多
市
）

○
中
日
新
聞
社
賞　

　
山
崎 

妙
子（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

○
千
曲
市
文
化
芸
術
協
会
長
賞　

　
水
上 

孤
城（
長
野
市
）

■
当
日
句
の
部
　
入
賞
者

○
題
詠（
豆
筵
・
豆
叩
く
） 

特
選　

　
村
上 

佳
乃（
富
士
見
町
）

○
嘱
目
吟 
特
選　

　
村
上 
佳
乃（
富
士
見
町
）

■
記
念
投
句
箱
の
部
　
入
賞
者

○
田
毎
抄 

特
選　

　
小
坂 

佐
紀
子（
兵
庫
県
姫
路
市
）

○
姨
捨
抄 

特
選　

　
尾
上 

さ
ち
子（
東
京
都
練
馬
区
）

○
ハ
イ
ウ
ェ
イ
抄 

特
選　

　
伊
藤 

瓢
堂（
山
形
県
尾
花
沢
市
）

○
し
な
の
鉄
道
抄 

特
選　

　
菊
池 

ひ
ろ
子（
上
田
市
）

■
募
集
句
　
児
童
・
生
徒
の
部
　
入

賞
者

○
科
野
青
年
会
議
所
理
事
長
賞（
小

学
校
1
～
3
年
生
の
部
）

　
高
村 

悠
斗（
市
立
埴
生
小
３
年
）

○
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
千
曲
賞（
小
学

校
4
・
5
年
生
の
部
）

　
岡
島 

諒
典（
宇
和
島
市
立
宇
和
津

小
５
年
）

○
戸
倉
上
山
田
温
泉
旅
館
組
合
連
合

会
長
賞（
小
学
校
６
年
生
の
部
）

大
田 

康
生（
市
立
更
級
小
６
年
）

○
千
曲
文
芸
協
会
賞（
中
学
・
高
校

の
部
）

　
唐
木
田 

瑞
希（
長
野
市
立
篠
ノ
井

西
中
１
年
）

　
荒
井 

壮
太（
市
立
埴
生
中
３
年
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
姨
捨
全
国
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

事
務
局（
℡
０
２
６

－

２
７
２

－

４
７
５
８
）

協
働
事
業
提
案
制
度
に
よ
り
制

作
し
た「
あ
ん
姫
の
う
た
」の
ダ
ン

ス
の
お
手
本
と
な
る
動
画
を
作
成

し
ま
し
た
。
子
ど
も
と
一
緒
に
家

族
で
歌
と
ダ
ン
ス
で
身
体
を
動
か

し
ま
し
ょ
う
。

■
視
聴
方
法

　
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ（
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
）の「
千
曲
市
役
所
公
式
Ｙ

ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

（
外
部
サ
イ
ト
）に
ア
ク
セ
ス

し
、視
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
で
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視

聴
を
希
望
す
る
場
合
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

○
エ
リ
ア
ネ
ッ
ト
更
埴（
℡

０
２
６

－

２
１
４

－７
２
２
０
）

○
更
埴
庁
舎
・
総
合
政
策
課（
内

線
５
３
１
５
）

▼動画はこちらから

動 画

冬
の
信
州
省
エ
ネ
大
作
戦
２
０
１
６

県
民
総
ぐ
る
み
で
節
電
・
省
エ
ネ

に
取
り
組
む「
冬
の
信
州
省
エ
ネ
大

作
戦
・
２
０
１
６
」を
実
施
中
で
す
。

寒
い
冬
で
は
あ
り
ま
す
が
、
無
理

の
な
い
節
電
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
冬
の
県
の
節
電
・
省
エ
ネ
目
標

■
取
組
時
期　
12
月
１
日
か
ら
３
月

31
日
ま
で

■
時
間　
電
力
需
要
ピ
ー
ク
の
朝
９

時
か
ら
11
時
、
夕
方
・
夜
間
午
後

５
時
か
ら
７
時

■
数
値
目
標　
最
大
電
力
に
つ
い
て
、

平
成
22
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
５
％

■
取
組
方
法

①
カ
ッ
ト（
減
ら
す
）→
電
力
使
用
量

を
削
減
す
る
。

②
シ
フ
ト（
ず
ら
す
）→
電
力
使
用
量

が
多
い
時
間
帯（
ピ
ー
ク
）を
避
け

る
。
家
電
製
品
の
同
時
使
用
を
避

け
る
。

③
チ
ェ
ン
ジ（
切
り
替
え
る
）→
省
エ

ネ
製
品
に
切
り
替
え
る
。
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
機
器
を
設
置
。

家
庭
の
重
点
ア
ク
シ
ョ
ン

○
家
の
暖
房
器
具
を
止
め
て
、
信
州

あ
っ
た
か
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
・
イ

ベ
ン
ト
へ
お
出
か
け
♪

　
暖
か
く
楽
し
い
場
所
や
イ
ベ
ン
ト

へ
出
か
け
て
、み
ん
な
で
、
あ
つ
ま

ろ
う
、あ
っ
た
ま
ろ
う

○
無
料
の
省
エ
ネ
ア
ド
バ
イ
ス
や
省

エ
ネ
診
断
を
受
け
て
、
照
明
器
具

や
冷
蔵
庫
な
ど
を
省
エ
ネ
型
に
見

「
あ
ん
姫
の
う
た
」
の

　
ダ
ン
ス
動
画
を
作
成▲エネ丸

で検索

長野県　家庭の省エネ

直
し
♪ 

（
家
庭
の

省
エ
ネ
サ
ポ
ー
ト

制
度
）

　
県
が
登
録
し
た
事

業
者
の
省
エ
ネ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
、

省
エ
ネ
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
を
行
な
い

ま
す
。

　
○
「
信
州
あ
っ
た
か
料
理
」
で
体
の
中

か
ら
ぽ
っ
か
ぽ
か
♪

　
信
州
産
の
冬
野
菜
を
使
っ
た
料
理

や
県
内
各
施
設
オ
ス
ス
メ
の
あ
っ

た
か
料
理
を
食
べ
て
温
ま
り
、
暖

房
費
節
減

事
業
者
の
重
点
ア
ク
シ
ョ
ン

○
電
力
の
「
見
え
る
化
」
で
節
電
効
果

を
共
有
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
実

践
○
暖
房
の
適
正
な
運
転
（
室
温
20
℃

以
下
）
と
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
ス
タ
イ

ル
の
推
進

　
適
正
暖
房
に
ふ
さ
わ
し
い
服
装
や

体
を
暖
め
る
ひ
と
工
夫
の
取
組
み

を
推
奨
。

○
自
ら
の
創
意
工
夫
に
よ
る
節
電
・

省
エ
ネ
対
策
を
推
進
し
、「
信
州
省

エ
ネ
パ
ー
ト
ナ
ー
」
を
宣
言

省
エ
ネ
の
コ
ツ

○
部
屋
の
出
入
り
口
は
閉
め
る

　
せ
っ
か
く
温
ま
っ
た
空
気
が
逃
げ

な
い
よ
う
、
ド
ア
は
な
る
べ
く
閉

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
着
る
も
の
や
、
あ
っ
た
か
小
物
で

自
分
な
り
の
暖
か
さ
を

　
体
感
温
度
に
は
個
人
差
が
あ
る
の

で
、
同
じ
室
内
で
も
、
暑
い
と
感

じ
る
人
も
い
れ
ば
寒
い
と
感
じ
る

人
も
い
る
で
し
ょ
う
。そ
こ
で
、
衣

類
の
工
夫
で
寒
さ
調
節
。
自
分
に

合
っ
た
暖
か
さ
を
つ
く
る
こ
と
が
、

快
適
に
過
ご
す
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

○
体
を
温
め
る
食
品
を
食
べ
る

　
味
噌
汁
や
ス
ー
プ
、
野
菜
を
と
る

時
は
、
生
野
菜
よ
り
も
温
野
菜
の

方
が
、
体
を
冷
や
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
大
根
な
ど
の
根
菜
や
香
味
野

菜
な
ど
は
、
新
陳
代
謝
を
高
め
て

体
を
温
め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

○
み
ん
な
で
集
ま
る

　
照
明
や
暖
房
が
一
つ
で
済
み
ま
す

の
で
省
エ
ネ
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

人
の
体
温
で
部
屋
も
温
ま
り
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
環

境
課（
内
線
５
４
１
４
）
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千曲川ハーフマラソン
　 　 　 エントリー開始

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
ま
た
、
県
内
外
か

ら
大
勢
の
皆
さ
ん
が
千
曲
市
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
を
目

指
し
、「
第
３
回
千
曲
川
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」の
エ
ン
ト
リ
ー
を
開

始
し
ま
す
。

風
光
る
千
曲
川
を
、爽
快
に
駆
け
抜
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
開
催
期
日　
５
月
21
日（
日
）

○
ス
タ
ー
ト　
午
前
９
時

○
競
技
終
了　
正
午

■
主
会
場　
白
鳥
園（
ス
タ
ー
ト
・

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
）

■
コ
ー
ス

　
白
鳥
園（
ス
タ
ー
ト
）→
万
葉
橋

→
上
山
田
温
泉
→
大
正
橋
→
千

曲
川
右
岸
→
千
曲
橋
→
千
曲
川

左
岸
→
大
正
橋
→
白
鳥
園（
フ

ィ
ニ
ッ
シ
ュ
）

＊
交
通
規
制
の
終
了
予
定
は
正
午

で
す
。規
制
箇
所
な
ど
詳
細
は
、

今
後
市
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
コ
ー
ス
は
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
定
員　
２
０
０
０
人

■
参
加
資
格　
18
歳
以
上
の
男
女

（
高
校
生
を
除
く
）

■
参
加
費　
５
０
０
０
円

■
申
し
込
み
方
法　
ラ
ン
ネ
ッ

ト（h
ttp://runnet.jp/

第
３
回

第  回

（写真上）台北国際旅行博会場の様子
（写真左下）商談会で旅行会社の方に市を紹介
（写真右下）高雄の旅行会社を訪問

人口減少を克服し、将来にわたって安定した千曲市をつくっていくため、市
では「移住・定住促進事業」を行なっています。これは市外に住んでいる人に
移住してきてもらい、豊かな自然と歴史・文化にあふれる千曲市の中で、地元
の皆さんと繋がりながら定住してくれる人を応援しようというものです。

千曲市への移住を検討されている人からは、「先輩移住者はどういう暮らし
方をしているのだろう」「移住にあたってどんな準備が必要なのか」「想像して
いた千曲市での暮らしと違っていた点は？」などの質問をもらうことが多くあ
ります。

そこで、市では市外、県外から千曲市に転入された経験をお持ちの市民の皆
さんから、移住にあたっての情報や経験談などを寄せていただき、その情報を
活用して、これから移住を希望する人を応援していこうと考えています。

趣旨に賛同していただける「先輩移住者」の皆さんは、左記の連絡先に郵便、
ファックス、電子メールで情報をお寄せください。ご連絡をいただいた皆さん
には、今後、移住に関するアンケートなどのご協力をお願いしたいと考えてい
ます。個人情報は決して目的外には利用いたしませんので、ご安心ください。
「先輩移住者」の皆さんのご協力をよろしくお願いします！

　 　
移 住 体 験 談 を

        募 集 し て い ま す

～先輩移住者の皆様へ～

 【お寄せいただきたい情報】

①住所
②氏名
③電話番号
④移住した年
⑤移住前の所在都道府県

【問い合わせ先】

戸倉庁舎・地域活力創造
課（〒389-0892 千 曲
市大字戸倉2388番地、
FAX026-275-0238、
電 子 メール chikatsu@
city.chikuma.nagano.
jp、内線6273）

▲「ランネット」
　の二次元コード

５
月

21
日
　 

開
催

runtes/

）
と

郵
便
振
替
に
て

受
付
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
期
間

　
１
月
21
日（
土
）正
午
～
３
月
31

日（
金
）

＊
先
着
順
。
申
し
込
み
期
間
中
で

も
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

＊
詳
細
は
、１
月
中
旬
頃
に
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
戸
倉
体
育

館
内
、
℡
０
２
６

－

2
7
6

－
1
7
3
1
）

エ
ン
ト
リ
ー
は

１
月

21
日 

　
正
午
か
ら

１
     

はじめまして。地域おこし協力隊の堀内由貴です。地域おこ
し協力隊として着任し5 か月目となりました。今回は私が現在
携わっているインバウンド観光事業について紹介します。

インバウンドとは外国人観光客を国内に呼び込むことなので
すが、千曲市では海外からのお客様としては台湾の方が一番多
いため、特に訪日台湾人の誘致に力を入れています。

その一環として、昨年 10 月には台湾のパワーブロガーを招
いて千曲市内と近隣エリアを5日間にわたって案内し、ブログ
によって千曲市の魅力を発信してもらいました。杏染め体験や
温泉街での射的をはじめ、より深い千曲市を楽しんでいただけ
たと感じています。今月には台北にてブログ読者を対象とした
千曲市の PR イベントも行なわれます。

また、昨年 11月には旅行博参加、旅行会社訪問のため台湾
を訪れました。商談会では多くの旅行会社の方に個別に千曲市
の紹介を聞いていただけたことが収穫でした。これらをきっか
けに少しでも多くの台湾のお客様が来てくれると嬉しいですね。

土

日

     台湾で千曲市の観光情報を発信してきました

今
年
は
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＊イベントなどで特別に記述がなければ、申し込みは不要、参加費は無料です。

視覚障がい者の皆さんなどへ、市の情報を提供するためのコードで、
専用の読み上げ装置により、活字を音声に変換できます。音声コード ……

★更　埴　庁　舎　℡026-273-1111　FAX026-273-1004
★戸　倉　庁　舎　℡026-273-1111　FAX026-275-0238
★上山田庁舎　℡026-273-1111　FAX026-276-0796

○市ホームページ　http://www.city.chikuma.lg.jp

 ご寄付・お知らせ

　募集・催し物

知

せ

ら

お
ご

付

寄

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

●
株
式
会
社
Ｋ
Ｄ
Ｋ 

様（
雨
宮
）

　【
寄
付
の
内
容
・
使
途
】

　
市
立
図
書
館
に
図
書「
完
訳
版
シ

ャ
ー
ロ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ
全
集
」全

14
巻
ほ
か
76
冊
・
子
ど
も
の
読
書

活
動
推
進
の
た
め
に

●
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
千
曲 

様

　【
寄
付
の
内
容
・
使
途
】　

　
学
校
図
書（
10
万
円
相
当
）・
屋

代
中
学
校
図
書
の
充
実
の
た
め
に

精
神
障
が
い
者
家
族
会 

定
例
会

家
族
会
は
、
精
神
障
が
い
者
を
家

族
に
持
つ
人
が
互
い
の
体
験
や
悩
み

を
語
り
合
い
、支
え
あ
う
会
で
す
。

■
日
時　
１
月
31
日（
火
）午
前
10

時
～
11
時
30
分

■
会
場　
戸
倉
保
健
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー

（
内
線
５
５
０
７
）

ひ
き
こ
も
り
家
族
支
援
の
つ
ど
い

同
じ
経
験
を
持
つ
家
族
同
士
が
気

軽
に
つ
ど
い
、
研
修
や
交
流
を
し
ま

す
。

●
昼
の
部

■
日
時　
１
月
５
日（
木
）、
19
日

（
木
）午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
会
場　
戸
倉
人
権
は
つ
ら
つ
セ
ン

タ
ー

●
夜
の
部

■
日
時　
１
月
11
日（
水
）午
後
７

時
～
９
時

■
会
場　
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法　
事
前
に
電
話
か
、
直

退
職
金
の
悩
み
「
中
退
共
」
で
解

決
し
ま
せ
ん
か

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度（
中

退
共
制
度
）は
、
従
業
員
の
た
め
の

外
部
積
立
型
の
国
の
退
職
金
制
度
で

す
。
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
一
部
を

国
が
助
成
、
パ
ー
ト
さ
ん
や
家
族
従

業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

「
中
退
共
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
中
小
企
業
退

職
金
共
済
事
業
本
部（
℡
０
３

－

６
９
０
７

－

１
２
３
４
）

内
職
求
人
情
報
募
集
の
お
知
ら
せ

長
野
地
方
事
務
所
で
は
、
内
職
の

求
人
情
報
を
募
集
し
希
望
者
へ
提
供

し
て
い
ま
す
。
内
職
の
お
仕
事
が
あ

り
ま
し
た
ら
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
長
野
地
方
事

務
所
商
工
観
光
課（
℡
０
２
６

－

２
３
４

－

９
５
２
７
）

社
会
福
祉
施
設
通
所
者
な
ど
に
扶

助
費
を
支
給

■
支
給
対
象　
平
成
28
年
12
月
１
日

現
在
で
市
内
に
住
所
を
有
し
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

①
障
が
い
者
の
社
会
福
祉
施
設
な
ど

に
入
所
・
入
居
し
、
市
が
援
護
を

し
て
い
る
人
の
保
護
者
。

②
養
護
学
校
な
ど
に
通
園
・
通
学
し

て
い
る
人（
入
寮
者
を
除
く
）の

保
護
者
。

③
在
宅
で
市
が
援
護
し
、
障
が
い
者

臨
時
福
祉
給
付
金
な
ど
の
申
請
期

間
を
延
長

市
の
臨
時
福
祉
給
付
金
と
障
害
・

遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金

の
申
請
期
限
は
、
平
成
28
年
12
月
28

日
ま
で
で
し
た
が
、
未
申
請
の
人
が

い
ま
す
の
で
、
申
請
期
間
を
一
か
月

間
延
長
し
ま
す
。

■
申
請
期
限　
１
月
31
日（
火
）

■
支
給
額　
１
人
３
０
０
０
円（
年

金
受
給
者
向
け
給
付
金
に
該
当
す

る
人
に
は
、３
万
円
を
併
給
）

＊
給
付
金
の
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ

る
人
に
は
申
請
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
が
、
申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と

申
請
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

＊
支
給
対
象
者
や
申
請
方
法
な
ど

は
、
平
成
28
年
市
報
９
月
号
ま
た

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す

る
か
、
直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
福

祉
課（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
℡
０
２
６

－

２
１
４

－

９
８
２
０
）

工
業
統
計
調
査
の
お
知
ら
せ

工
業
統
計
調
査
は
、
毎
年
12
月
31

日
を
調
査
日
と
し
て
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、
次
回
よ
り
６
月
１
日
に
変

更
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
実
施
さ
れ
た「
経
済
セ
ン
サ

ス
活
動
調
査
」へ
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
速
報
集
計
結
果
は
、
平
成
29
年

５
月
に
公
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
総

合
政
策
課（
内
線
５
３
１
６
）

１
月
18
日
は
「
１
１
８
番
の
日
」

１
１
８
番
は
、
海
上
保
安
庁
の
緊

急
通
報
用
電
話
番
号
で
す
。
海
上
に

お
け
る
事
件
・
事
故
な
ど
次
の
よ
う

な
場
合
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

○
溺
れ
て
い
る
人
や
人
身
事
故
に
遭

遇
し
た
、ま
た
は
目
撃
し
た
。

○
油
が
浮
い
て
い
る
、
異
臭
が
す

る
。

○
見
慣
れ
な
い
船
、
不
審
な
船
を
発

見
し
た
。

○
密
航･

密
輸
事
犯
な
ど
の
情
報
を

得
た
。

＊「
い
つ
」、「
ど
こ
で
」、「
な
に
が

あ
っ
た
」な
ど
を
簡
潔
に
落
ち
着

い
て
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

  

国土交通省千曲川河川事務所では、千曲川本来の姿である「砂礫河
原」を再生するための工事を行なっています。市内では平成 26・27
年度と２箇所（冠着橋上流、下流）を実施し、平成 28 年度は「千曲市
水辺の楽校」の前面で樹木伐採や掘削などの整備を実施します。

「砂礫
れき

河原再生」の工事を行ないます
お知らせ

この工事により千曲川本来の砂礫河
原や、砂礫河原に生息する生態系の再
生が期待され、皆さんに親しまれる自
然の姿を目指します。

「
夢
広
が
る
新
幹
線
」

絵
画
・
ぬ
り
絵
作
品
展
を
開
催

北
陸
新
幹
線
新
駅
誘
致
期
成
同
盟

会
で
は
、
新
幹
線
新
駅
設
置
の
実
現

を
目
指
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
取
組
み
と
し
て

募
集
し
た「
絵
画
・
ぬ
り
絵
」の
作

品
の
展
示
会
を
、
下
記
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
作
品
の
提
出
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
展
示
場
所　
戸
倉
創
造
館 

創
造

ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
展
示
期
間　
１
月
14
日（
土
）～

24
日（
火
）
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時　

■
展
示
作
品　
小
学
校
高
学
年
の
皆

さ
ん
の
絵
画　
90
点

■
展
示
期
間　
１
月
26
日（
木
）～

２
月
５
日（
日
）
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時　

■
展
示
作
品　
保
育
園
年
長
の
皆
さ

ん
の
ぬ
り
絵　
１
７
４
点

＊
開
催
期
間
中
の
休
館
日
、
時
間
な

ど
の
詳
細
は
、
会
場
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

○
戸
倉
創
造
館（
℡
０
２
６

－

２
７
５

－

６
７
０
０
）

○
北
陸
新
幹
線
新
駅
誘
致
期
成
同
盟

会
事
務
局（
更
埴
庁
舎
・
新
幹
線

対
策
室
内　
内
線
５
３
２
１
）

■問い合わせ先　
　国土交通省千曲川河川事務所調査課（℡026-227-9434）

▲砂礫河原の風景

　

平
成
28
年
度
施
工
箇
所

▲（
千
曲
市
八
幡
地
先
）

の
社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
通
所
し

て
い
る
人
。

■

支

給

金

額　
①
②
は
年
額

１
万
３
０
０
０
円
、
③
は
通
所
の

日
数
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
申
請
期
限　
１
月
27
日（
金
）

＊
申
請
方
法
や
対
象
施
設
な
ど
、
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
福

祉
課（
内
線
６
２
２
２
）

　
第
九
管
区
海
上

保
安
本
部 

総
務

課
（
℡
０
２
５

－

２
８
５

－

０
１
１
８
）

平和橋

千曲川

千曲市水辺の楽校

事業範囲

平
成
28
年
度
文
化
財
防
火
デ
ー

は
し
ご
車
で
の
消
火
活
動
、
消
防

隊
・
消
防
団
に
よ
る
放
水
訓
練
な
ど

を
行
な
い
ま
す
。

■
日
時　
１
月
26
日（
木
）午
後
１

時
30
分
～
２
時
30
分
頃

■
会
場　
長
野
県
立
歴
史
館
入
口

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
市
歴
史
文
化
財
セ
ン
タ
ー（
℡

０
２
６

－

２
６
１

－

３
２
１
０
）

信
州
ま
つ
も
と
空
港
の
利
用
を

「
信
州
ま
つ
も
と
空
港
」に
就
航

し
て
い
る
Ｆ
Ｄ
Ａ
で
は
、
お
誕
生
月

を
迎
え
る
ご
本
人
を
含
め
合
計
６
名

様
ま
で
利
用
で
き
る「
バ
ー
ス
デ
ー

割
」を
始
め
ま
し
た
。
札
幌
ま
で
は

片
道
1
万
8
千
円
、
福
岡
ま
で
は
片

道
1
万
7
千
円
で
行
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
信
州
ま
つ

も
と
空
港
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　
Ｆ
Ｄ
Ａ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
℡

０
５
７
０

－

５
５

－
０
４
８
９
）

接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
更
埴
庁
舎
・
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー

（
内
線
５
５
０
７
）

空
間
放
射
線
量
の
測
定
結
果

平
成
28
年
12
月
２
日
に
更
埴
庁

舎
で
測
定
し
た
結
果
は
次
の
と
お

り
で
、
健
康
に
影
響
の
な
い
値
で
し

た
。

■
調
査
結
果（
天
候
晴
れ
）

○
地
上
10
メ
ー
ト
ル
付
近

　
毎
時
０・
０
５
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト

○
地
上
１
メ
ー
ト
ル
付
近

　
毎
時
０・
０
６
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
環

境
課（
内
線
５
４
１
４
）

～ １月は青少年への「愛の声かけ」運動月間です ～
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更
埴
図
書
館
短
期
講
座
「
千
曲
市

の
歴
史
と
文
化
を
知
ろ
う
！
Ⅱ
」

更
埴
図
書
館
短
期
講
座
を
左
記
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
会
場　
更
埴
図
書
館 

会
議
室

■
定
員
　
30
人（
先
着
順
）

■
申
込
方
法　
１
月
22
日（
日
）ま

で
に
更
埴
図
書
館
に
電
話
か
直
接

窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
図
書
館（
℡
０
２
６

－

２
７
３

－

２
９
８
９
）

日　時 内　容 講　師

1月29日（日）
午前10時

～11時30分
＜松田館＞
公開に向けて

矢島 宏雄さん
市歴史文化財センター所長

2月5日（日）
午前10時

～11時30分
森将軍塚古墳と
　　千曲市の古墳

小野 紀男さん
市森将軍塚古墳館係長

講座の日程など

集

募

パ
ソ
コ
ン
操
作
習
得
講
座

■
日
程

①
パ
ソ
コ
ン
（
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
10
）

入
門　
２
月
１
日
・
２
日

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
活
用

２
月
６
日
・
７
日

③
ワ
ー
ド
（
文
章
）
基
礎　
２
月
14

日
・
21
日
・
28
日	

④
ア
ク
セ
ス
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）　

し

物

催

森
将
軍
塚
古
墳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

史
跡
森
将
軍
塚
古
墳
の
見
学
者

に
、
古
墳
の
説
明
や
周
辺
施
設
の
案

内
を
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
を
募
集
し
ま
す
。
ガ
イ
ド
は

難
し
い
説
明
で
は
な
く
、
見
学
者
と

の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
行
な
っ
て
い

ま
す
。
５
回
の
講
習
会
を
受
講
後
、

古
墳
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
ガ
イ
ド
を

行
な
い
ま
す
。

■
講
習
会
日
程　
１
月
29
日
、２
月

12
日
、26
日
、３
月
12
日
、26
日

■
時
間　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分
■
会
場　
森
将
軍
塚
古
墳
館

■
申
込
方
法　
１
月
25
日（
水
）ま

で
に
森
将
軍
塚
古
墳
館
に
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
森
将
軍
塚
古
墳
館（
℡
０
２
６

－

２
７
４

－

３
４
０
０
）

自
衛
官
採
用
試
験

予
備
自
衛
官
補

■
受
験
資
格　

○
一
般　
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

○
技
能　
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資

格
な
ど
を
有
す
る
者（
資
格
に
応

じ
53
歳
～
55
歳
未
満
の
者
）

■
受
付
期
間　
平
成
28
年
12
月
16
日

（
金
）～
４
月
７
日（
金
）

■
試
験
期
日　

○
一
般　
４
月
14
日（
金
）～
18
日

（
火
）の
い
ず
れ
か
１
日

○
技
能　
４
月
14
日（
金
）～
18
日

（
火
）の
い
ず
れ
か
１
日

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

■
受
験
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
者

■
受
付
期
間　
年
間
を
通
じ
て
行
な

っ
て
い
ま
す
。

■
試
験
日　
２
月
５
日（
日
）

■
申
込
方
法
　
詳
細
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.m
od.

go.jp/pco/nagano

）で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
・

長
野
地
域
事
務
所（
℡
０
２
６

－

２
３
５

－

６
０
２
６
）

千
曲
市
交
通
指
導
員

千
曲
市
交
通
安
全
条
例
に
基
づ
く

交
通
指
導
員
に
欠
員
が
生
じ
て
い
る

た
め
、募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　
若
干
名（
屋
代
地

区
・
埴
生
地
区
・
更
級
地
区
・
上

山
田
地
区
の
人
を
希
望
）

■
任
期　
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年

３
月
31
日（
２
年
間
）

■
主
な
活
動
内
容　
季
別
の
交
通
安

全
運
動
期
間
中
に
お
け
る
街
頭
啓

発
活
動
、
小
学
校
に
お
け
る
交
通

安
全
教
室
で
の
指
導
な
ど

■
応
募
方
法　
２
月
28
日（
火
）ま

で
に
市
販
の
履
歴
書
に
記
入
の
う

え
更
埴
庁
舎
生
活
安
全
課
に
持
参

す
る
か
、郵
送（
当
日
必
着
）し
て

く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　
年
齢
・
性
別
・
交
通
安

全
関
係
業
務
の
経
験
の
有
無
な
ど

の
制
約
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・

生
活
安
全
課（
〒
３
８
７

－

８
５
１
１ 
千
曲
市
大
字
杭
瀬
下

84
番
地
、内
線
５
５
２
０
）

  

人権意識の高揚と差別のない明るい社会の実
現に向け「人権を守る市民集会」を開催します。
■日時　１月21日（土）午後１時30分～４時
■会場　更埴文化会館　あんずホール
■時間・内容

○午後１時～１時20分　人権擁護委員による啓
発活動

○午後１時30分～１時50分　五加小学校の皆
さんによるオープニング

○午後２時10分～２時30分　市立屋代中学校・
屋代高等学校の生徒による実践発表

第13回 人権を守る市民集会
催し物

○午後２時30分～４時
　講演会　
講師：浜このみさん（クッキ

ングコーディネーター）
演題：「絵本でみつけたおい

しい料理」
■問い合わせ先

　戸倉庁舎・人権政策課（内線6331）

２
０
１
６
年 

千
曲
市
観
光
写
真

コ
ン
テ
ス
ト

■
募
集
テ
ー
マ　
千
曲
市
を
代
表
す

る
風
景
や
行
事
、
風
習
、
祭
り
な

ど
を
題
材
と
し
た
観
光
宣
伝
に
利

用
で
き
る
写
真
作
品
。

■
募
集
部
門　
「
自
由
部
門
」「
あ
ん

ず
部
門
」「
姨
捨
・
稲
荷
山
部
門
」

■
募
集
規
定　

○
サ
イ
ズ
は
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
つ

切（
ワ
イ
ド
四
つ
切
不
可
）で
未

発
表
の
も
の
で
す
。
応
募
点
数
に

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
入
選
作
品
の
著
作
権
は
、
主
催
者

（
千
曲
市
観
光
協
会
）の
帰
属
と

な
り
、
観
光
宣
伝
な
ど
に
使
用
し

ま
す
。

○
入
選
作
品
は
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の

コ
ピ
ー
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
現
在
の
千
曲
市
内
で
2
年
以
内
に

撮
影
さ
れ
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

合
成
加
工
写
真
は
認
め
ま
せ
ん
。

○
選
外
作
品
の
返
却
は
希
望
者
の
み

と
し
ま
す
。

■
応
募
期
限　
１
月
31
日（
火
）当

日
必
着

＊
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、
千

曲
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://chikum
a-kanko.

com
/

）で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
千
曲
市
観
光
協
会（
〒
３
８
９

－

０
８
２
１ 

千
曲
市
上
山
田
温
泉

二
丁
目
12
番
地
10
、
℡
０
２
６

－

２
７
５

－

１
３
２
６
）

第
８
回
千
曲
市
食
の
文
化
祭

■
日
時　
１
月
29
日（
日
）午
前
10

時
～
午
後
２
時

■
会
場　
戸
倉
創
造
館

■
内
容

○
県
短
期
大
学
と
名
勝
姨
捨
棚
田
倶

楽
部
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

米
粉
お
菓
子
の
振
る
舞
い

第
25
回
森
将
軍
塚
で
初
日
の
出
を

拝
む
つ
ど
い

■
日
時　
１
月
１
日（
日
・
祝
）
午

前
７
時
20
分
～

＊
悪
天
候
の
場
合
は
古
墳
館
前
で
行

な
い
ま
す
。

■
会
場　
森
将
軍
塚
古
墳

＊
お
神
酒
・
ジ
ュ
ー
ス
の
振
る
舞

い
、お
楽
し
み
抽
選
会
を
実
施

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先　
森
将
軍

塚
で
初
日
の
出
を
拝
む
つ
ど
い
実

行
委
員
会　
塚
田（
℡
０
９
０

－
２
１
５
１

－

８
８
０
４
）

第
10
回
大
雲
寺
自
然
探
勝
園
初
日

の
出
を
み
ん
な
で
迎
え
る
つ
ど
い

■
日
時　
１
月
１
日（
日
・
祝
）
午

前
７
時
～

■
集
合
場
所　
大
雲
寺
自
然
探
勝
園

の
遊
歩
道
沿
い
の
霊れ

い
じ
ょ
う
ざ
ん

諍
山
境
内

＊
場
所
が
わ
か
ら
な
い
人
は
午
前
６

時
30
分
ま
で
に
佐
野
川
温
泉
竹
林

の
湯
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
干え

と支
の
記
念
品
と
甘
酒
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
千
曲
市
川
西
地

区
振
興
連
絡
協
議
会　
山
口（
℡

０
２
６

－

２
７
４

－

１
０
９
２
）

○
味
噌
汁
の
塩
分
濃
度
測
定（
無
料
）

○
食
農
教
育
団
体
の
ス
テ
ー
ジ
発
表

○
か
け
は
し
の
会
の
活
動
報
告（
展
示
）

○
お
と
う
じ
や
甘
酒
の
振
る
舞
い

○
箱
膳
体
験（
参
加
費
６
０
０
円
、

定
員
30
人
）

○
納
豆
作
り
体
験（
参
加
費
３
０
０

円
、定
員
20
人
）

○
子
ど
も
向
け
飾
り
巻
き
ず
し
体
験

（
参
加
費
５
０
０
円
、定
員
20
人
）

○
信
州
千
曲
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
の
販

売
な
ど

＊
箱
膳
・
納
豆
作
り
・
巻
き
ず
し
体

験
は
１
月
24
日（
火
）ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

＊
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
上
山
田
庁
舎
・
農
林
課（
内
線

７
２
４
２
）

日
中
友
好
お
楽
し
み
会

■
日
時　
１
月
21
日（
土
）午
後
１

時
30
分
～
３
時

２
月
12
日
・
19
日

■
時
間　
①
②
は
午
前
９
時
～
正
午
、

③
④
は
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
会
場　
長
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー

■
定
員　
①
②
③
は
各
10
人
、
④
は

５
人（
先
着
順
）

■
参
加
費　
①
②
は
5
０
０
０
円
、

③
④
は
１
万
4
０
０
０
円

■
申
込
方
法　
１
月
10
日（
火
）か

ら
各
受
講
開
始
日
の
１
週
間
前
ま

で
に
、
受
講
料
を
添
え
て
、
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
長
野

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー（
℡

０
２
６

－

２
２
１

－

０
５
０
５
）

■
会
場　
埴
生
公
民
館 

第
一
会
議
室

■
参
加
費　
２
０
０
円（
資
料
代
）

■
講
演
会　
「
中
国
茶
あ
れ
こ
れ
」

■
講
師　
王お

う 

秀し
ゅ
う
か
く閣

さ
ん

■
申
込
方
法　
１
月
17
日（
火
）ま
で

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
千
曲
市
日
中
友
好
協
会
事
務
局 

小
林（
℡
０
９
０

－

３
３
１
４

－

２
７
１
７
）



＊イベントなどで特別に記述がなければ、申し込みは不要、参加費は無料です。
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〈広告欄〉〈広告欄〉 〈広告欄〉〈広告欄〉

冬
鳥
観
察
会

■
日
時　
１
月
14
日（
土
）午
前
９

時
～
正
午
頃（
悪
天
候
中
止
）

■
集
合
場
所　
森
将
軍
塚
古
墳
館
駐

車
場

■
参
加
費　
３
０
０
円（
保
険
代
）

■
持
ち
物　
双
眼
鏡
、
カ
メ
ラ
、
筆

記
用
具
、
水
筒
、
お
や
つ
、
図
鑑

千
曲
市
の
自
然
観
察
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク（
持
っ
て
い
る
人
）

■
服
装　
防
寒
着
、防
寒
靴
、手
袋
、

帽
子

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
千
曲
市
環
境
市

民
会
議
事
務
局（
℡
０
８
０

－

６
９
９
４

－

４
８
２
０
、
月
～
金

曜
日 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

ひ
と
り
親
あ
ん
ず
会

「
正
月
遊
び
と
す
い
と
ん
づ
く
り
」

親
子
で
お
正
月
遊
び
を
楽
し
み
、

そ
の
あ
と
は
、
す
い
と
ん
を
作
っ
て

み
ん
な
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
１
月
22
日（
日
）午
前
10

時
～
午
後
２
時

■
会
場　
戸
倉
創
造
館 

調
理
実
習

室
会
議
室

■
申
込
方
法　
１
月
16
日（
月
）ま

で
に
戸
倉
庁
舎
こ
ど
も
未
来
課
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
こ

ど
も
未
来
課（
内
線
６
２
２
５
）

日時 会場 講師 内容

1月14日（土）
午前10時～

正午
市総合観光会館
大会議室

金
きむ

 香
か ゆ り

百合さん
（HEAL ホリスティック
教育実践研究所 所長）

講演会
「女性もリーダーシップ！」
～力を引き出す考え方・生き
方～

1月21日（土）
午後1時30分

～4時
更埴文化会館
あんずホール

浜 このみさん
（クッキングコーディネ
ーター）

「第13回人権を守る市民集会」
記念講演「絵本でみつけたお
いしい料理」～絵本で食を読
み解く～

2月12日（日）
午後1時30分
～3時30分

更埴文化会館
小ホール

千
せんきんてい

金亭 値
あたいせんきん

千金さん
（阪本真一さん 男女共同
参画落語創作・口演家）

講演会（落語）
ニッポンの夫婦と男女共同参
画（グループ・トーク有り）

2月22日（水）
午後1時30分

～3時
戸倉創造館
会議室

白鳥 こずえさん
（長野県男女共同参画セ
ンター所長）

学習会や DVD 視聴
男女共同参画社会の到来

3月11日（土）
午後1時30分～

4時
市総合観光会館
大会議室

柏原 吉野さん
（産業カウンセラー・ア
ンガーマネージメントキ
ッズインストラクター）

ア サーション ト レーニ ン グ
「自分も相手も大切にできる」
自己表現力を身につける

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

男
女
共
同
参
画
社
会
の
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
程
　
左
表
の
と
お
り

■
対
象
者
　
市
民
や
行
政
・
教
育
関

係
者

■
定
員
　
50
人（
先
着
順
）

■
申
込
方
法
　
１
月
12
日（
木
）ま

で
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル

（jinken@
city.chikum

a.
nagano.jp

）に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

＊
４
回
以
上
出
席
し
た
人
に
は
、
修

了
証
を
交
付
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
戸
倉
庁
舎
・
人
権
政
策
課（
内
線

６
３
３
１
、
FAX
０
２
６

－

２
７
５

－

０
５
９
１
）

男女共同参画セミナーの日程など

白
鳥
園
イ
ベ
ン
ト

①
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
♡
キ
ラ
キ
ラ
ク

ッ
キ
ー
作
り

■
日
時　
１
月
12
日（
木
）午
前
10

時
30
分
～
正
午

■
内
容　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
贈
る
キ

ラ
キ
ラ
か
わ
い
い
ク
ッ
キ
ー
作
り

に
挑
戦
し
ま
す
。

■
講
師　
長
谷
川
ま
な
み
さ
ん

■
定
員　
６
組（
要
予
約
）

■
参
加
費　
１
５
０
０
円（
ド
リ
ン

ク
付
き
）

■
持
ち
物　
三
角
巾
、エ
プ
ロ
ン

②
シ
チ
ュ
ー
＆
木
の
ス
プ
ー
ン
作
り

■
日
時　
１
月
18
日（
水
）午
前
10

時
～
午
後
０
時
30
分

■
内
容　
自
分
だ
け
の
木
の
ス
プ
ー

ン
を
作
っ
て
、
お
い
し
い
シ
チ
ュ

ー
を
食
べ
ま
し
ょ
う
♪

■
講

師　

abem
akiya

＆*m
a

～m
a*

■
定
員　
５
人（
要
予
約
）

■
参
加
費　
２
５
０
０
円（
ド
リ
ン

ク
付
き
）

■
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン

③
ア
ロ
マ
講
座

■
日
時　
1
月
19
日（
木
）午
前
10

時
～
正
午

■
内
容　
乾
燥
や
冷
え
、
ウ
イ
ル
ス

の
こ
の
時
期
に
活
用
で
き
る
ア
ロ

マ
の
お
話
し
と
身
体
ポ
カ
ポ
カ
、バ

市
民
ス
キ
ー
教
室

■
日
時　
１
月
15
日（
日
）午
前
10

時
～
午
後
３
時

■
会
場　
黒
姫
高
原
ス
キ
ー
場

■
集
合
場
所　
同
ス
キ
ー
場
コ
ス
モ

プ
ラ
ザ

■
対
象　
小
学
校
４
年
生
以
上

■
定
員　
40
人（
先
着
順
）

■
参
加
費　
１
０
０
円（
保
険
代
）

＊
食
事
、
リ
フ
ト
代
は
個
人
負
担
で

す
。
た
だ
し
、
小
学
生
は
リ
フ
ト

代
無
料
で
す
。

■
申
込
方
法
　
１
月
11
日（
水
）ま

で
に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
千
曲
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
町
田
自
動
車
内 

℡

０
２
６

－

２
７
２

－

１
６
２
３
）

ス
ボ
ム
作
り
と
ミ
ツ
ロ
ウ
を
使
っ

て
お
好
き
な
ア
ロ
マ
で
艶
々
の
リ

ッ
プ
ク
リ
ー
ム
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
講
師　

kokoarom
a

■
定
員　
７
人（
要
予
約
）

■
参
加
費　
２
０
０
０
円

■
持
ち
物　
筆
記
用
具

●
共
通
事
項

■
会
場　
白
鳥
園

■
申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
白
鳥
園（
℡
０
２
６

－

２
７
５

－

０
４
０
０
、
メ
ー
ルinfo@

hakuchoen.jp
）

  

■日時　２月25日（土）午前10時30分～午後３時30分
■会場　信州戸倉上山田温泉「笹屋ホテル」
■対象　男女ともに結婚を真剣に考える独身者。
＊初婚・再婚は問いません。
○男性　千曲市・坂城町結婚相談所登録者、または千

曲市・坂城町に在住者か勤務者で、35歳から55歳ま
での人。

○女性　55歳までの人。
＊女性は年齢以外に制限はありません。
■定員　男女各20人
＊応募者多数の場合は抽選です。
■参加費　男性6,500円、女性3,500円
■申込方法　氏名、住所、性別、年齢、携帯電話番号を

明示し、２月９日（木）午後５時までに、電話または
電 子 メール（sapo-wedding@chikuma-shakyo.
jp）で申し込んでください。

＊電子メールで申し込む場合は件名を「スプリングパー
ティー」としてください。

■申込・問い合わせ先

　千曲市社会福祉協議会（℡026-276-2687）

ときめきスプリングパーティー
催し物
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　★更　埴　庁　舎　℡026-273-1111　FAX026-273-1004
　★戸　倉　庁　舎　℡026-273-1111　FAX026-275-0238
　★上山田庁舎　℡026-273-1111　FAX026-276-0796
　○市ホームページ　http://www.city.chikuma.lg.jp

定例の掲示板

〈広告欄〉〈広告欄〉

よ
う
こ
そ
市
長
室

市
政
に
対
す
る
意
見
・
提
案
に
つ
い
て
岡
田
市
長
と
懇
談
し

ま
す
。
一
組
30
分
以
内
で
す
。
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
更
埴

庁
舎
秘
書
広
報
課
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
９
月
25
日（
木
）午
前
９
時
～
11
時　
更
埴
庁
舎
市
長
室

私
の
ま
ち
づ
く
り
提
案
（
市
政
へ
の
意
見
・
提
案
）

用
紙
は
更
埴
庁
舎
の
市
民
課
・
案
内
所
、
戸
倉
庁
舎
・
上
山

田
庁
舎
の
市
民
窓
口
課
、公
民
館
、し
な
の
鉄
道
の
各
駅
ほ
か
、

市
の
公
共
施
設
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
な
が
の

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」か
ら
も
提
案
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

更
埴
庁
舎
・
秘
書
広
報
課（
内
線
５
２
２
１
）

よ
う
こ
そ
市
長
室

市
政
に
対
す
る
意
見
・
提
案
に
つ
い
て
岡
田
市
長
と
懇
談
し

ま
す
。
一
組
30
分
以
内
で
す
。
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
更
埴

庁
舎
秘
書
広
報
課
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
１
月
24
日（
火
）午
前
９
時
～
11
時　
更
埴
庁
舎
市
長
室

私
の
ま
ち
づ
く
り
提
案
（
市
政
へ
の
意
見
・
提
案
）

用
紙
は
更
埴
庁
舎
の
市
民
課
・
案
内
所
、
戸
倉
庁
舎
・
上
山

田
庁
舎
の
市
民
窓
口
課
、公
民
館
、し
な
の
鉄
道
の
各
駅
ほ
か
、

市
の
公
共
施
設
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
な
が
の

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」か
ら
も
提
案
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

更
埴
庁
舎
・
秘
書
広
報
課（
内
線
５
２
２
１
）

リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先　

更
埴
庁
舎
・
生
活
安
全
課

　
（
℡
０
２
６

－

２
７
４

－

０
８
２
０
）

幼
児
用
補
助
便
座
、
漬
物

容
器
、
女
性
用
下げ

た駄
、
掛

衣
装
、ス
ー
ツ
、コ
ー
ト
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ッ
ト
、
女

性
用
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
セ

ッ
ト
、
二
人
掛
け
ソ
フ
ァ

ー
、
噴
霧
器
、
ビ
デ
オ
テ

ー
プ
ラ
ッ
ク
、
介
護
用
ベ

ッ
ド

 

ゆ
ず
り
ま
す

 

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先　

更
埴
庁
舎
・
生
活
安
全
課

　
（
℡
０
２
６

－

２
７
４

－

０
８
２
０
）

漬
物
容
器
、
掛
衣
装
、
ス

ー
ツ
、
コ
ー
ト
、
ボ
ー
リ

ン
グ
セ
ッ
ト
、
女
性
用
ゴ

ル
フ
セ
ッ
ト
、子
供
用
服
、

足
温
器
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
ラ
ッ
ク
、

C
D
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
噴
霧

器
、
都
市
ガ
ス
用
ス
ト
ー

ブ
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
介

護
用
ベ
ッ
ド
、
ポ
ー
タ
ブ

ル
ト
イ
レ
、
リ
ビ
ン
グ
ボ

ー
ド
、
油
絵
用
木
枠
、
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
Ｌ
Ｄ
カ

ラ
オ
ケ
盤

 

ゆ
ず
り
ま
す

 

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

さ
ゆ
り
幼
稚
園
女
児
用

園
児
服
一
式
、
さ
ゆ
り

幼
稚
園
男
児
用
冬
ズ
ボ

ン
、
戸
倉
上
山
田
中
学

校
女
子
制
服
、
埴
生
中

学
校
女
子
制
服
、
社
交

ダ
ン
ス
衣
装
、
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
セ
ッ
ト
、
女
性

用
自
転
車
、
普
通
自
転

車
、
抱
っ
こ
ひ
も
、
卓

球
ラ
ケ
ッ
ト
、
家
電
用

品
、
長
テ
ー
ブ
ル
、
ロ

ッ
ク
ミ
シ
ン
、
座
卓
、

温
蔵
庫

リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先　

更
埴
庁
舎
・
生
活
安
全
課

　
（
℡
０
２
６

－

２
７
４

－

０
８
２
０
）

幼
児
用
補
助
便
座
、
漬
物

容
器
、
女
性
用
下げ

た駄
、
掛

衣
装
、ス
ー
ツ
、コ
ー
ト
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ッ
ト
、
女

性
用
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
セ

ッ
ト
、
二
人
掛
け
ソ
フ
ァ

ー
、
噴
霧
器
、
ビ
デ
オ
テ

ー
プ
ラ
ッ
ク
、
介
護
用
ベ

ッ
ド

 

ゆ
ず
り
ま
す

 

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

●
質
問
　
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
で
す
か
。

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
と
そ
の
回
答
を
紹
介

●
回
答（
生
活
安
全
課
）デ

マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は

循
環
バ
ス
と
違
い
、
予
約
が

あ
っ
た
時
だ
け
運
行
し
ま

す
。
運
行
範
囲
は
屋
代
駅
周

辺
か
ら
更
埴
東
部
地
域
に
限

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
利
用
す
る
に
は

①
生
活
安
全
課
で
利
用
登
録

（
無
料
）を
す
る
。

②
登
録
後
、
利
用
証
が
届
い

た
ら
、
利
用
し
た
い
時
間

の
1
時
間
前
ま
で
に
乗
車

予
約
を
す
る
。

③
予
約
し
た
バ
ス
停
か
ら
乗

車
す
る
。

運
行
は
平
日
の
み
で
す

が
、１
日
８
便
あ
り
、
利

用
料
金
は
１
回
の
乗
車
で

４
０
０
円
で
す
。
利
用
で
き

る
停
留
所
の
数
が
多
い
こ
と

と
、
目
的
地
ま
で
短
時
間
で

運
行
で
き
る
こ
と
が
特
長
で

す
。
グ
ル
ー
プ
で
駅
ま
で
利

委
員
会
の
開
催

傍
聴
希
望
者
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
教
育
委
員
会

■
日
時
　
１
月
27
日（
金
）午
前
９
時
～

■
会
場
　
戸
倉
庁
舎 

４
階
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先
　
戸
倉
庁
舎
・
教
育
総
務
課

　
（
内
線
６
３
１
６
）

●
農
業
委
員
会

■
日
時　
１
月
27
日（
金
）午
後
３
時
～　

■
会
場
　
上
山
田
庁
舎 

３
階
３
０
２
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先
　
上
山
田
庁
舎
・
農
業
委
員
会

　
（
内
線
７
２
３
１・７
２
３
２
）

１
月
の
休
日
開
庁
（
第
３
日
曜
日
）　

■
日
時　
１
月
15
日（
日
）午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

■
会
場　
更
埴
庁
舎
市
民
課

＊
市
民
課
、
税
務
課
、
債
権
管
理
課
の
窓
口
業
務

を
行
な
い
ま
す
。
詳
細
は
担
当
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■
納
付
期
限　
１
月
31
日（
火
）

１
月
納
期
の
市
税
・
使
用
料
な
ど

●
市
県
民
税（
４
期
分
）

●
国
民
健
康
保
険
税（
７
期
分
）

●
介
護
保
険
料（
10
期
分
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
７
期
分
）

●
保
育
料（
１
月
分
）

●
公
共
下
水
道
使
用
料（
10
期
分
）

●
市
営
住
宅
・
駐
車
場
使
用
料
、共
益
費（
１
月
分
）

リサイクルコーナー

■問い合わせ先　更埴庁舎・生活安全課 （内線5515）

＊譲渡は当事者間での話し
合いになります。品物によ
り有償の場合があります。

 ゆずってください  ゆずります

電動車いす、電動自転
車、猫用ゲージ、ミシ
ン置き台、リヤカー、
子ども用キックボー
ド、子ども用ストライ
ダー

ポータブルトイレ、ベビーカー、成人女性用下駄、業務用コンプ
レッサー、ガラスケース入り人形、運動器具、女性用バッグ、鏡
台、漬物容器、キッチンラック、ＬＰガス用ガスコンロ、シーリン
グライト、潜水用のフィン、潜水用ゴム製手袋、遠赤外線ドーム、
リビングボード、ジュニアシート、ジュニア用そり、プラスチック
ケース入り人形、木製学習机と椅子、木製ベッド、小型犬用おむ
つ、成人式用着物、コンベクションオーブン

＊変更になる場合があります。受診する人は消防署に確認してください。
○戸倉上山田消防署（℡026-276-0119）○更埴消防署（℡026-274-0119）

＊千曲中央病院では、内科・外科
　以外は受け付けていません。

日曜・祝日の当番医・当番薬局（千曲市・坂城町）

月／日 内科・外科系（午前９時～午後５時） 歯科系（午前９時～正午） 薬局

１／１
（日・祝）

千曲中央病院（杭瀬下）026-273-1212
松尾医院（坂城町）0268-82-2013

千曲中央病院歯科
（杭瀬下）
026-273-2130

上野屋薬局（稲荷山）026-272-1053
日野屋薬局（坂城町）0268-82-2324

１／２
（月・振休）

菅谷東クリニック（粟佐）026-272-0493
吉沢内科クリニック（屋代）026-273-7050
さかき生協診療所（坂城町）0268-82-0101

柳沢歯科医院
（稲荷山）
026-273-5638

粟佐ひとみ薬局（粟佐）026-273-6730
日野屋薬局（坂城町）0268-82-2324
荒井薬局（坂城町）0268-82-2244
南条薬局（坂城町）0268-82-7289

１／３
（火）

中沢医院（小島）026-272-0131
菅谷医院（稲荷山）026-272-1024
いろかわ医院（坂城町）0268-82-2143

大塚歯科クリニック
（上山田温泉）
026-276-5508

ウエルシア薬局千曲稲荷山店（稲荷山）
026-273-8208
大井薬局（上山田温泉）026-275-1045

１／８
（日）

あんずの里クリニック（森）026-272-1005
安川整形外科クリニック（屋代）026-273-6611
やまざき医院（上徳間）026-276-2700

前山歯科医院
（上徳間）
026-276-0282

やしろ薬局（屋代）026-272-8461
ＪＡあんずいせや薬局（雨宮）
026-273-3108
戸倉いせや薬局（上徳間）026-261-0070

１／９
（月・祝）

鴇沢内科クリニック（屋代）026-272-3713
坂口整形外科（屋代）026-273-8680
武市医院（坂城町）0268-82-2606

竹内歯科医院
（稲荷山）
026-274-7050

お日さま薬局（小島）026-272-0229
荒井薬局（坂城町）0268-82-2244
南条薬局（坂城町）0268-82-7289

１／15
（日）

千曲中央病院（杭瀬下）026-273-1212
安里医院（内川）026-275-7800

榑沼歯科医院（内川）
026-261-5005

あんず薬局（桜堂）026-272-8200
内川土屋薬局（内川）026-261-5711

１／22
（日）

飯島医院（中）026-272-0269
島谷医院（杭瀬下）026-273-1201
とぐらクリニック（戸倉）026-275-0405

あかいけ歯科クリニ
ック（坂城町）
0268-81-3377

信州調剤薬局（杭瀬下）026-214-6868
上戸倉ノリ薬局（戸倉）026-275-7787

１／29
（日）

中沢内科医院（稲荷山）026-272-1013
市川内科医院（上山田温泉）026-275-5515
二階堂医院（磯部）026-275-5582

こみやま歯科医院
（力石）
0268-81-7011

いせや薬局（稲荷山）026-273-4489
前田薬局（稲荷山）026-272-1247
やまざき薬局（上山田温泉）
026-261-0071

２／5
（日）

島田クリニック（小島）026-273-8788
岡田外科医院（稲荷山）026-272-2828
長野寿光会上山田病院（上山田温泉）026-275-1581

しおいり歯科医院
（雨宮）
026-273-8080

お日さま薬局（小島）026-272-0229
小岩薬局（桜堂）026-272-0210
大井薬局（上山田温泉）026-275-1045

用
す
る
な
ど

地
域
の
皆
さ

ん
の
身
近
な

交
通
手
段
と

し
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
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★更埴図書館（℡026-273-2989）
★戸倉図書館（℡026-276-7001）
★更埴西図書館（℡026-273-8060）
■開館時間　午前９時30分～午後６時
★上山田公民館図書室（℡026-276-5842）
■開館時間　午前８時30分～午後５時15分

市立図書館 ＆

千曲警察署から

　★更　埴　庁　舎　℡026-273-1111　FAX026-273-1004
　★戸　倉　庁　舎　℡026-273-1111　FAX026-275-0238
　★上山田庁舎　℡026-273-1111　FAX026-276-0796
　○市ホームページ　http://www.city.chikuma.lg.jpー　相談は無料です　ー

定例の相談
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おすすめの一冊

著／ドミニック・ローホー
出版社／講談社

「小さな家」を選ぶと、も
のとのつきあいから、時間
の使い方、お金、孤独、自
由、人間関係までが変わり
はじめる。住まいの目的を
シンプル思考で見直し、そ
のような住まいが私たち
の「人生の質」を上げるの
かを伝える。

「屋根ひとつお茶一杯」

上
山
田
公
民
館
図
書
室 

新
刊
図
書

更埴西図書館

○
更
埴
図
書
館

　
毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
30
分
～

○
戸
倉
図
書
館

　
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
30
分

～
、毎
週
土
曜
日
午
前
11
時
～

○
更
埴
西
図
書
館

【
お
は
な
し
会
】

としょかんへ『来
らい

・ぶらりー 』
○
小
説

『
ま
こ
と
の
華
姫
』畠
中
恵

『
デ
ト
ロ
イ
ト
美
術
館
の
奇
跡
』

原
田
マ
ハ

『
黒
い
紙
』堂
場
瞬
一

『
つ
め
』山
本
甲
士

○
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

『
考
え
る
力
が
つ
く
本
』池
上
彰

『
街
の
木
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
』岩
谷
美
苗

『
は
じ
め
て
の
エ
ア
プ
ラ
ン
ツ
』

鹿
島
善
晴

○
児
童
向
け

『
た
だ
し
い
も
ち
か
た
の
絵
本
』

Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
こ
ど
も
知
育
研
究
所

『
つ
き
よ
の
３
び
き
』岡
本
順

『
ゆ
き
ゆ
き
ゆ
き
』た
む
ら
し
げ
る

更
埴
図
書
館 

新
刊
図
書

戸
倉
図
書
館 

新
刊
図
書

 人気の本ベスト５ 【歴史】

１位 『宮坂武男と歩く戦国信濃の城郭』
　　　 宮坂武男
２位 『甲信の戦国史』笹本正治
３位 『世界が称賛する
　　　 日本人が知らない日本』伊勢雅臣
４位 『真田戦記』学研パブリッシング
５位 『思わず人に話したくなる
　　　間違いだらけの戦国史』小和田哲男

○
小
説

『
青
春
の
彩
り
』鈴
木
健
二

『
手
の
ひ
ら
の
京み

や
こ

』綿
矢
り
さ

『
空
へ
の
助
走
』壁
井
ユ
カ
コ

『
ツ
タ
よ
、ツ
タ
』大
島
真
寿
美

『
蜜
蜂
と
遠
雷
』恩
田
陸

○
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

『
な
ん
で
わ
ざ
わ
ざ
中
年
体
育
』

角
田
光
代

『
五
〇
歳
か
ら
の
勉
強
法
』和
田
秀
樹

『
た
と
え
る
技
術
』せ
き
し
ろ

○
児
童
向
け

『
ま
い
に
ち
つ
か
う
は
し
っ
て
す
ご

い
！
』柴
山
ヒ
デ
ア
キ

『
ぼ
く
の
に
ゃ
ん
た
』鈴
木
康
広

○
小
説

『
励
み
場
』青
山
文
平

『
室
町
無
頼
』垣
根
涼
介

『
ら
く
だ
』佐
伯
泰
英

○
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

『
希
望
の
レ
ー
ル
』山
田
和
昭

『
ス
ー
プ
、ポ
タ
ー
ジ
ュ
、チ
ャ
ウ
ダ

ー
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
２
０
０
』

○
児
童
向
け

『
ち
か
て
つ
て
っ
ち
ゃ
ん
』井
上
よ
う
子

『
み
ど
り
の
は
し
ご
』安
房
直
子

　
毎
週
水
曜
日

午
前
10
時
30

分
～

＊平日とは、土・日・祝日・振替休日・年末年始を除いた日のことです。

相談内容 日時 時間 場所 連絡先

職業相談
（ハローワーク） 平日 午前8時30分～

午後5時
千曲市地域職業相談室（JA ち
くま旧杭瀬下地区センター）

千曲市地域職業相談室
℡026-261-3609

若者・子育て世代の
就労相談 平日 午前9時30分～

午後4時30分
千曲市地域職業相談室

上山田庁舎・産業振興課
上山田庁舎・産業振興課

内線7335（要予約）

家庭児童相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分

家庭児童相談室（戸倉庁舎・こども未来課内）
内線6219

教育相談 平日 午前9時～
午後5時45分

千曲市教育相談センター 
教育相談専用電話 ℡026-273-5105

心配ごと相談 １月11日（水） 午後1時30分～
4時 千曲市ふれあい福祉センター 千曲市社会福祉協議会

℡026-276-2687（要予約）

精神保健相談 1月11日（水） 午後１時30分～
４時30分 戸倉保健センター 更埴庁舎・更埴保健センター

内線5507（要予約）
借金問題・消費生活

相談 平日 午前8時30分～
午後5時 更埴庁舎・生活安全課 千曲市消費生活センター

℡026-274-0820（要予約）

結婚相談
1月14日（土）

午前9時～正午
更埴文化会館 ２階小会議室 千曲市社会福祉協議会

℡026-276-2687
＊相談日直前の金曜日正午まで

に電話予約が必要です。1月22日（日） 戸倉創造館 創作室2

市民に寄り添う
人権相談 1月18日（水） 午後1時～4時 戸倉創造館 創作室2

戸倉庁舎・人権政策課
内線6331

＊県人権啓発センターでも火曜　
から日曜までの午前8時30分か
ら午後5時まで受付　

℡026-274-3232

障がい者（児）相談 平日 午前9時～
午後4時

千曲・坂城障がい者（児）相談支援室（戸倉庁舎）
℡026-275-0548、FAX026-214-3013

介護相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分

更埴庁舎・更埴地域包括支援センター　内線5521
戸倉上山田地域包括支援センター　℡026-214-7780

司法書士法律相談

1月5日（木）
午後1時30分～
4時30分まで

ふれあい福祉センター更埴
千曲市社会福祉協議会

℡026-276-2687（要予約）1月19日（木） 千曲市ふれあい福祉センター

2月2日（木） ふれあい福祉センター更埴

法律相談
2月14日（火）

午後1時～3時
更埴文化会館 2階小会議室 更埴庁舎・総務課

内線5212
＊前日までに予約必要2月28日（火） 戸倉庁舎 4階会議室

行政相談
1月10日（火）

午後1時～3時
戸倉庁舎 2階 更埴庁舎・総務課

内線52121月14日（土） 稲荷山太陽の園

年金相談（更埴）
毎週火・金曜日 午前9時～

午後5時 更埴庁舎年金相談コーナー
更埴庁舎・市民課

内線5434
1月12日（木）
1月26日（木）

午前9時30分～
午後3時

長野南年金事務所お客様相談室
℡026-227-1286（要予約）

年金相談（戸倉）
毎週水曜日 午前9時～

午後5時 戸倉庁舎年金相談コーナー 戸倉庁舎・市民窓口課
内線62651月16日（月） 午前9時～

午後4時

曲
警
察
署
か
ら

千
《
℡
０
２
６

－

２
７
２

－

０
１
１
０
》

平成 28 年市内事件・事故累計

（11 月末現在の暫定値）

種類
件数

（前年同期比）

盗
難
事
件

万引き 47件 （＋1）
自転車盗 39件（－11）
車上狙い 18件 （＋2）
その他 36件（＋10）

交
通
事
故

件数 254件（－46）
死者 4人 （＋3）
傷者 314人（－68）

日 月 火 水 木 金 土
1＊ 2＊ 3＊ 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31＊

１月の図書館カレンダー

　　　更埴・更埴西・戸倉図書館　休館日
　　　上山田公民館図書室　休館日
＊年始休館日：1月1日～3日
＊図書整理休館日：更埴・更埴西・戸倉1月31日

１
１
０
番
の
正
し
い
利
用
に
ご
協
力
を

１
月
10
日（
火
）は「
１
１
０
番
の
日
」

で
す
。「
１
１
０
番
」通
報
は
、
事
件
・
事

故
の
緊
急
電
話
で
す
。
通
報
の
際
に
は

「
慌
て
ず
」、「
落
ち
着
い
て
」警
察
官
の
質

問
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

■
１
１
０
番
通
報
の
際
の
質
問
内
容

○「
何
が
」「
い
つ
」「
ど
こ
で
」あ
っ
た
の
か
？

○
犯
人
の
特
徴
は
？

○
今
、ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

○
あ
な
た
の
住
所
・
名
前
・
電
話
番
号
は
？

■
緊
急
で
な
い
通
報
の
場
合

○
警
察
に
対
す
る
相
談
は
、
警
察
安
全
相

談
電
話「
＃
９
１
１
０
」

○
落
と
し
物
、拾
い
物
や
免
許
関
係
の
問
い

合
わ
せ
は
、最
寄
り
の
警
察
署
に
連
絡

■
お
知
ら
せ

夜
間
の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。外
出
す
る
人
は
明
る
い
色
の
服
装
で

夜
光
反
射
材
を
活
用
す
る
な
ど
の
工
夫
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
は
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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い こ い の 広 場

わ
た
し
の

　
子
育
て

し
む
娘
を
見
て
い
る
と
と
て
も
不
安

に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
薬
を
も
ら
い
に
い
っ

た
薬
剤
師
の
先
生
と
お
話
し
を
し

て
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
子
育
て

は「
鬼
手
仏
心
」の
気
持
ち
で
い
る

こ
と
。
嫌
が
っ
て
泣
き
な
が
ら
も
薬

を
飲
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ

の
と
き
の
お
母
さ
ん
の
手
は
鬼
の
よ

う
な
手
に
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、
心
は
仏
の
気
持
ち
で
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
頑
張
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
よ
、
と
の
こ
と
で

し
た
。

私
は
危
な
い
か
ら
と
伸
ば
す
手
を

止
め
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
子
育
て

に
関
し
て
す
べ
て
に
通
じ
る
こ
と
と

感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
楽
し
い
こ

と
大
変
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
教
え
て
い
た
だ
い
た

言
葉
を
胸
に
娘
の
成
長
を
傍そ

ば

で
見
守

り
な
が
ら
、
私
も
母
親
と
し
て
一
緒

に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

娘
が
生
ま
れ
て
１
年
が
経
ち
ま

す
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
成
長
を
見
る

た
び
、
喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
最
近
で
は

「
い
い
子
い
い
子
」や「
も
し
も
し
」

な
ど
私
た
ち
が
普
段
話
し
か
け
て
い

る
こ
と
や
身
振
り
手
振
り
を
見
て
覚

え
た
よ
う
で
す
。

生
後
５
か
月
頃
か
ら
遊
び
に
行
っ

て
い
る
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
先
生
や

お
友
達
と
た
く
さ
ん
遊
ん
で
、
い
つ

も
満
足
そ
う
に
し
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
、
喜
び
な
が
ら
す
ご
い
ね
と
褒
め

る
一
方
、
ハ
イ
ハ
イ
も
出
来
る
よ
う

に
な
り
嬉
し
さ
反
面
、
危
な
い
か
ら

と
進
む
足
や
伸
ば
す
手
を
止
め
た
り

す
る
こ
と
も
増
え
ま
し
た
。

８
か
月
に
な
っ
た
頃
、
38
・
８
度

の
高
熱
を
出
し
、
咳
や
鼻
水
も
ひ
ど

く
中
耳
炎
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
お
母
さ
ん
か
ら
の
免
疫
が
切
れ

て
風
邪
を
ひ
き
や
す
く
な
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
苦

第
69
話

中
な か し ま

嶋 綾
あや

 さん
（戸倉） vol.75

地
域
に
根
ざ
す 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

稲
荷
山
町
く
ら
し
と
心
を
育
む
会

は
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
選
定
さ
れ
た
稲
荷
山
町
の
街
並

み
を
保
存
し
て
、
そ
の
街
並
み
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
た
め
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
そ

の
拠
点
と
な
る「
ま
ち
歩
き
情
報
セ

ン
タ
ー
」の
開
設
事
業
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

こ
の
事
業
の
目
的
は
？

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
稲
荷
山
を
訪
れ
る
観
光
客
は

～ 

今
月
は
「
一
般
社
団
法
人
稲
荷
山
町
く
ら
し
と
心
を
育
む
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
の
髙
村
德
太
郎
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た 

～

徐
々
に
増
え
て
き
ま
し
た
。
散
策
や

休
憩
の
た
め
の
拠
点
と
な
る
場
の
確

保
が
課
題
と
な
る
中
、
地
域
を
あ
げ

て
観
光
客
を
お
迎
え
し
、
お
も
て
な

し
す
る
拠
点
と
し
て「
稲
荷
山
ま
ち

歩
き
情
報
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
こ
は
、
観
光
客
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
、
交
流
の
場
と

し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 
読
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

当
地
に
は
観
光
客
が
増
え
ま
し
た

が
、
お
客
様
を
お
迎
え
す
る
体
制
は

ま
だ
ま
だ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
地

域
の
皆
さ
ん
に
も
当
セ
ン
タ
ー
に
気

軽
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
い
、「
こ
の

ま
ち
の
こ
れ
か
ら
」に
つ
い
て
、
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
語
り
合
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
無
理
を
せ
ず
、
で
き
る

こ
と
か
ら
一
緒
に
歩
ん
で
い
き
ま
し

ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　
一
般
社
団
法
人
稲
荷
山
町
く
ら
し

と
心
を
育
む
会
理
事
長 

髙
村（
℡

０
２
６

－

２
７
２

－

２
０
８
０
）

▲支援金を活用して整備した「稲荷山
まち歩き情報センター」

長
野
県 

地
域
発 

元
気
づ
く
り
支
援
金
の
採
択
団
体
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

「
心
身
と
も
に
健
康
な
生
活
を
」

健康コラム

第 33 回

感
染
性
胃
腸
炎
（
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
）
の
予
防
と
対
処
法

感
染
性
胃
腸
炎
は
、
冬
に
流
行
し

や
す
い
感
染
症
で
、
細
菌
や
ウ
イ
ル

ス
が
原
因
と
な
り
、
主
な
症
状
は
嘔

吐
と
下
痢
で
す
。
な
か
で
も
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
は
感
染
力
が
強
く
、
家
族
内

で
広
ま
り
や
す
く
、
食
中
毒
の
原
因

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

も
し
、
家
族
が
嘔
吐
・
下
痢
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
あ
わ
て
な
い
で

対
処
し
、
感
染
を
広
め
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
予
防
方
法

①
手
洗
い

②
食
品
の
加
熱
調
理
は
、
中
心
温
度

85
～
90
℃
で
90
秒
以
上
加
熱
し
ま

し
ょ
う
。

③
流
行
期（
冬
場
）は
で
き
る
だ
け

人
ご
み
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

④
部
屋
を
換
気
し
、
マ
ス
ク
を
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

■
感
染
し
て
も
発
症
し
な
い
た
め
に

①
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
睡
眠
を
と

る
→
免
疫
力
Ｕ
Ｐ
！

②
色
の
濃
い
野
菜（
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
・

Ｃ
・
葉
酸
）を
と
る
→
腸
の
粘
膜

を
強
く
整
え
る
！

■
便
や
嘔
吐
物
の
処
理
方
法

処
理
の
前
に
は
使
い
捨
て
の
マ
ス

ク
と
手
袋
を
し
、
汚
染
物
や
使
用
後

ブレアー

第
　
回
51

←チケット購入
はこちら

http://www.bleague-
ticket.jp/club/sw/

信州ブレイブウォリアーズ

消毒対象
１㍑の水に
加えて作る
場合に必要
な原液の量

500ml ペット
ボトルを使用
した作り方

便や吐物が
付着した床など 20ml キャップ２杯

衣服やシーツな
どのつけ置き、
トイレの便座や
ドアノブ、手す
り床など

4ml キャップ
半分弱

の
お
む
つ
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、

口
を
き
ち
ん
と
閉
め
て
捨
て
ま
し
ょ

う
。お
む
つ
替
え
後
は
、手
洗
い
・
換

気
も
十
分
に
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
嘔
吐
物
で
汚
染
さ
れ
た
物
の
消
毒

方
法

①
消
毒
す
る
前
も
、
使
い
捨
て
の
マ

ス
ク
と
手
袋
を
着
用
し
ま
す
。
換

気
も
十
分
に
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

②
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
は
効
き
ま
せ
ん
。
次
亜
塩
素

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
消
毒
し
ま
す
。

③
消
毒
液
の
作
り
方

　
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム（
＊
）

は
、希
釈
し
て（
薄
め
て
）使
用
し

ま
す
。（
表
参
照
）

表　消毒液作成時の目安量（原液の濃度5％の場合）

　前半戦の戦い

B リーグ元年としてスタートした今シーズン。信
州ブレイブウォリアーズは開幕から 6 連敗と苦しい
スタートとなりましたが、ホームで迎えた東京エク
セレンス戦。ホーム千曲のご声援により見事初勝利
を掴むことができました。若手が奮闘し、選手層が厚
くなってきました。B2 初代王者を目指し、1 月から
の後半戦、巻き返しに期待しましょう！

■試合情報

2017年1月2日（月・振休）14:00試合開始 vs. 鹿
児島＠千曲市戸倉体育館

1月3日（火）14:00試合開始 vs. 鹿児島＠千曲市戸
倉体育館

2月4日（土）18:00試合開始 vs. 広島＠ホワイトリ
ング

＊次亜塩素酸ナトリウムとは……家庭用塩素系
漂白剤として、原液濃度5％のものが多く市販
されています。

2月5日（日）14:00試合開始 vs. 広島＠ホワイトリ
ング

2月18日（土）18:00試合開始 vs. 熊本＠千曲市戸
倉体育館

2月19日（日）14:00試合開始 vs. 熊本＠千曲市戸
倉体育館

■千曲市内チケット販売扱い店

○千曲市観光協会
○湯のさとちくま「白鳥園」
○千曲市更埴庁舎本館西側1階売店
○信州ブレイブウォリアーズ
　クラブオフィス
■問い合わせ先　株式会社信州スポーツスピリット
　（℡026-214-7022・平日午前9時～午後5時）
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子 育 て の 広 場
★更埴子育て支援センター（℡026-273-6180）
★上山田子育て支援センター（℡026-275-6017）

■１月の休館日
○更埴子育て支援センター 
　７日、14日、21日、28日
○上山田子育て支援センター 
　８日、15日、22日、29日
＊年始の共通休館日
　１日～３日

■開館時間　午前８時30分～午後５時

～特別に記述がなければ、申込は不要、参加費は無料です～

　45  　市報千曲　平成29年1月

★「スマイル in ちくま」への応募をお待ちしています！
住所・氏名、連絡先、子どもの氏名（ふりがな）、性別、生年月
日、家族からのメッセージ、写真に子どもが複数いる場合は
写真の位置を明記し、写真を電子メール koho@city.chikuma.
nagano.jp で送信してください（持参可）。
不明な点は、更埴庁舎・秘書広報課（内線5223）に電話するか
電子メールでご連絡ください。

開催日 内　容

１月11日（水） うたってあそぼう＆新春お楽しみ会

１月18日（水） うたってあそぼう＆お話ネットワークに
よる絵本の読み聞かせ

１月25日（水） うたってあそぼう＆上山田保育園との交
流

☆ 11月のお誕生日おめでとう会（上山田）　☆

☆ 11月のお誕生日おめでとう会（更埴）　☆

 

初めてのピース !! かっこよくできた
ね♡ これからいろいろできるように
なるのを楽しみにしているよ♡

 

●親子ふれあいミニミニ講座　

更埴子育て支援センター上山田子育て支援センター

午前11時～11時30分

○更埴・上山田子育て支援センター　
　　　　　　　　　　開館日　午前８時30分～午後５時
○市立の各保育園（電話相談）
　祝日を除く毎週火曜日　午後１時～３時
○児童館・児童センター　開館日　午前10時～正午
＊各保育園、児童館、児童センターで相談を希望する人

は、事前に連絡してください。

【上山田】　１月12日（木）
【更　埴】　１月20日（金）

●栄養相談

【上山田】　１月６日（金）
【更　埴】　１月16日（月）

●ベビーママサロン

午前10時～午後３時

午前10時～11時

■対象　１月に生まれた子どもとその保護者です。　
＊事前に各子育て支援センターに申し込んでください。

【上山田】　１月26日（木）
【更　埴】　１月27日（金）

午前11時～正午　■持ち物　麦茶、お手ふき　■参加費　150円（写真代など）●お誕生日おめでとう会

●子育て支援相談

開催日・会場・内容については、平成 28 年度の「暮ら
しのカレンダー」で確認してください。

●子育てひろば 午前９時30分～11時30分　

＊来館した保護者の皆さんと一緒に、子どもの食事につ
いて栄養士さんと語り合う良い機会です。お気軽にお
出かけください。

小田原
天
た か は る

晴 くん

（ ）5か月
屋代

これからもいっぱい食べて、寝て、す
くすく育ってね。

上原  璃
り く

久 くん （ ）1歳2か月
磯部・右

開催日 内　容

１月５日（木） うたってあそぼう＆あけましておめでと
う会

１月12日（木） うたってあそぼう＆お話ネットワークに
よる絵本の読み聞かせ

１月19日（木） うたってあそぼう＆杭瀬下保育園との交
流

１月26日（木） うたってあそぼう＆工作

子どもイベントニュース

親子ふれあいミニミニ講座 12 月 7 日

上山田子育て支援センターで「ちくママバンド」に
よるミニコンサートが開かれました。演奏を聴いて
みたいと支援センターにはたくさんの親子連れが訪
れていました。サンタクロースの帽子をかぶったバ
ンドメンバーがクリスマスの曲などを演奏し、会場
は盛り上がっていました。最後はアンコールに応え
て「勇気 100％」が流れ、親子で仲良く歌い楽しいひ
と時を過ごしていました。

更埴子育て支援センターや科野
の里ふれあい公園では年末恒例
のイルミネーションが飾られ、見
物に訪れた人や帰宅途中の人たち
の目を和ませていました。その美
しさを写真におさめようと写真愛
好家などが訪れて、撮影する姿が
見られました。科野の里ふれあい
公園のイルミネーションは、1 月
28 日（土）まで楽しめます。▲科野の里ふれあい公園（千曲商工会議所青年部）

イルミネーションの紹介

▲

更
埴
子
育
て
支
援
セ
ン
ター

（（

社）

上
田
法
人
会
更
埴
支
部）
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まちの話題　ちくまトピックス このコーナーでは、地域の行事やイベントなどの様子を紹介します

「第 20 回千曲市太鼓フェスティバル」が上山田文
化会館で行なわれました。冠着太鼓、五加子供太鼓、
乙女太鼓、矢代一重山太鼓、矢代一重山こども太鼓

バチを持つ手に
　　　　　気合が入る !!

11／

CHIKUMA TOPICS

20 更級小学校 6 年生児童 27 人と保護者が図工の授業
で卒業記念の思い出にと、市内出身で画家の越ちひろさ
んと絵画を共同制作しました。画用紙を 60 枚貼り合わ
せた巨大な用紙にたくさんの色の絵の具を使って思うま
まに描き、最後は切り刻んだ色紙を糊で貼り付けて完成
させました。手や足に絵の具をつけながらも、親子で仲
良く制作する微笑ましい様子が見られ、卒業記念の良い
思い出となっていました。

杉浦和
わ か な

奏さんは「みんなが自分の考えを持ちながら世
界をつくれた作品で、6 年 1 組らしい絵が完成しまし
た。とても良い経験になり楽しかったです」と話してく
れました。

12／
CHIKUMA TOPICS

５

「千曲市こども環境サミット」が戸倉創造館大ホールで行
なわれました。「手作りマイバッグコンテスト」では 4 人の
児童が表彰されました。最優秀賞を受賞した戸倉小学校 6 年
生の城田和

わ か こ

加子さんの作品名は「ジーンズで作った大きいマ
イバッグ」。固くて丈夫なジーンズの素材をいかし丈夫に作
られている点が高く評価されました。

このほかステージ上では市内小学校児童の皆さんが環境問
題や生態系、動物の飼育などについて取り上げたテーマをも
とに、ステージ上で元気よく発表する姿が見られました。

市内の小学生児童が
環境について考える

11／

CHIKUMA TOPICS

26

11 月 12 日と 13 日の二日間にわたり「第
10 回千曲音楽祭」が上山田文化会館で開催さ
れました。さまざまな音楽グループに所属する
団体や市内小中学校の合唱部・吹奏楽部、個人
など総勢 27 の音楽愛好者の皆さんがステージ
上で堂々と自慢の曲目を披露しました。観客席
では、家族や友人の演奏する姿をひと目見よう
と大勢の来場者が訪れ、心に響き渡る美しい演
奏や合唱を真剣に聴き入る姿が見られました。

心に響く演奏会
11／

CHIKUMA TOPICS

12

「千曲市吹奏楽団 第 25 回定期演奏会」が更埴文化
会館あんずホールで行なわれました。会場がほぼ満席
になるほど大勢の市民の皆さんが訪れていました。演
奏プログラムは、第 1 部から 3 部まで、キャンディー
ド序曲や風紋、雨、ミュージカル「レ・ミゼラブル」よ
りなど、さまざまな曲目が演奏されました。美しい楽
器の音色と迫力ある演奏に聴衆の皆さんは最後まで酔
いしれて聴き入る姿が見られました。

地域の皆さんに愛されて
　　　　　第25回目の演奏会

11／

CHIKUMA TOPICS

27

更級小学校６年生と
画家越ちひろさんが絵画を共同制作

「第 50 回記念ざぶとん寄席」が上山田文化会館で行なわ
れ、会場は、多くの来場者で賑

にぎ

わっていました。前座は、春
風亭百

もも

んがさんで始まり、続いて、柳
やなぎや

家三
さ ん ざ

三さん、紙切りの
林家楽

らくいち

一さん、最後は第１回ざぶとん寄席から出演してい
る佐久市出身の入

いりふねてい

船亭扇
せんこう

好さんの順番で落語を演じていま
した。身振り手振りで時に扇子を巧みに使って進められて
いく話術に会場の皆さんはすっかり引き込まれ、客席は絶
えず大きな笑い声であふれていました。仲入りにはお楽し
み抽選会などもあり、約 2 時間の公演はあっという間で、
客席の皆さんは最後まで楽しい時間を過ごしていました。

笑う門には福来る11／

CHIKUMA TOPICS

25

▲

春
風
亭
百
ん
が
さ
ん

▲

柳
家
三
三
さ
ん

▲

入
船
亭
扇
好
さ
ん

▲

林
家
楽
一
さ
ん

13～

の皆さんが日頃の練習の成果を思う存分披露していました。
会場には、家族や友人などが大勢見守る中、ステージ上では、

時に威勢の良い掛け声をかけながら、息のあった太鼓の演奏が何
曲も続けられていました。ホール内は力強い太鼓の音が響き渡
り、音の振動が観客席の聴衆の皆さんの心を打っていました。
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１
月
号

２
０
１
７（
平
成
29
）年

●千曲市情報メール配信サービス

　千曲市から災害情報、
防犯情報などを電子メ
ールでお届けします。

●マチイロ（無料アプリ）で市報を読もう

▲利用登録はこちら

● 市外で活躍している千曲市出身者や市内で頑張っている人を
　「チクマビト（千曲人）」として紹介しています。

人の動き

 世帯数　21,788（＋5）

 人　口　60,072人（±0）

 　男　　29,063人（±0）

 　女　　31,009人（±0）

平成27年国勢調査からの推計人口
（平成28年12月１日現在）

平成28年
11月中の動き
転入 108人
転出 87人
出生 36人
死亡 57人

チクマ
ビト
ＮＯ．17

「被災した熊本の人々が

 復興へ一歩一歩力強く進んでもらいたい」

株式会社 宮坂木型  代表　宮坂 良
よ し お

夫 さん （68歳・寂蒔）

▲利用登録はこちら

毎月最新の市報をスマホ
やタブレットにお届けし
ます。

編

集

　

記

後

２
０
１
７
年
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
の
干え

と支
は
酉と

り

で
す
が
、
私
は

「
に
わ
と
り
」の
よ
う
に
早
起
き

を
し
、「
朝
活
」を
充
実
さ
せ
た
い

と
思
い
ま
す
。

昨
年
６
月
か
ら
10
月
ま
で
、
ダ

イ
エ
ッ
ト
に
挑
戦
。食
生
活
改
善

と
朝
の
運
動
を
徹
底
し
、７
㌔
の

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
成
功
し
ま
し
た
。

ま
さ
に
、
朝
の
生
活
が
変
わ
れ

ば
人
生
が
変
わ
る
と
感
じ
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
は
、
日
の
出
も
早

く
な
っ
て
き
ま
す
。元
旦
か
ら
の

「
朝
活
」で
充
実
し
た
一
年
の
ス
タ

ー
ト
を
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も「
朝
活
」を
！ 　
島
田

▲

自
社
工
場
で
表
札
の
製
作
に
励
む
宮
坂
さ
ん

平
成
28
年
４
月
14
日
、
21
時
26
分
以
降
に
、
熊
本
県
と
大

分
県
で
相
次
い
で
発
生
し
た「
熊
本
地
震
」。こ
の
震
災
で
被

害
を
受
け
仮
設
住
宅
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
々
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で「
表
札
」を
作
っ
て
い
る
人
が
い
る
。市
内

で
自
動
車
部
品
の
木
型
を
作
る
会
社
を
営
む
宮
坂
さ
ん
だ
。

宮
坂
さ
ん
は
、「
中
越
地
震
」の
際
に
、
仮
設
住
宅
に
住
む

人
々
を
見
舞
い
に
行
っ
た
人
か
ら「
誰
が
ど
こ
に
住
ん
で
い

る
か
分
か
ら
な
い
」と
い
っ
た
話
を
耳
に
し
て
、
仮
設
住
宅

の
表
札
作
り
を
思
い
つ
い
た
。
初
め
て
送
っ
た
の
は
県
内
で

地
震
の
被
害
を
受
け
た
栄
村
と
白
馬
村
の
被
災
地
だ
っ
た
。

そ
の
と
き
喜
ば
れ
た
経
験
か
ら
、
今
回
の
熊
本
地
震
で
も
被

災
し
た
人
た
ち
に
送
る
決
心
を
し
た
。
表
札
は
仕
事
の
合
間

を
見
て
、近
所
に
住
む「
あ
り
あ
け
」と
呼
ぶ
仲
間
た
ち
と
製

作
を
手
掛
け
て
い
る
。
厚
さ
約
１・
５
セ
ン
チ
の
木
の
板
に

機
械
で
名
前
を
彫
り
、
最
後
は
鉋か

ん
な

で
削
っ
て
調
整
す
る
。
一

つ
の
表
札
を
作
る
の
に
約
１
時
間
か
か
る
と
い
う
。
こ
れ
ま

で
に
４
１
０
枚
の
表
札
を
熊
本
へ
贈
っ
た
。「
表
札
は
立
ち

並
ぶ
同
じ
仮
設
住
宅
で
被
災
者
の
居
場
所
を
表
す
道み

ち
し
る
べ標
と
同

時
に
、
被
災
者
が
震
災
に
負
け
ず
に
頑
張
る
意
思
表
示
に
な

る
」と
宮
坂
さ
ん
は
話
す
。

平
成
28
年
11
月
８
日
、
宮
坂
さ
ん
は
、
熊
本
県
嘉か

し
ま
ま
ち

島
町
を

仲
間
３
人
で
訪
問
。
被
災
者
に
33
枚
の「
表
札
」を
手
渡
し

た
。
あ
る
被
災
者
は
宮
坂
さ
ん
の
顔
を
見
る
な
り
涙
を
流
し

て
喜
ん
だ
。
感
謝
の
気
持
ち
の
表
れ
だ
っ
た
。
自
宅
が
半
壊

や
全
壊
で
、
再
建
の
見
通
し
が
立
た
ず
精
神
的
に
苦
し
い
時

に
表
札
が
届
き
、「
前
を
向
い
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
」と

い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
と
い
う
。
宮
坂
さ
ん
の
も
と
に
は
今

も
被
災
者
か
ら
の
お
礼
の
便
り
が
後
を
絶
た
な
い
。

「
被
災
者
に
す
れ
ば
仮
設
住
宅
は
ゴ
ー
ル
で
な
く
、
苦
し

い
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。
そ
の
苦
し
い
ス
タ
ー
ト
に
少
し

で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
う
れ
し
い
」と
宮
坂
さ
ん
は
話
す
。

宮
坂
さ
ん
と
仲
間
６
人
の
熱
い
思
い
が「
表
札
」と
な
っ
て
、

今
も
熊
本
の
人
々
の
心
を
支
え
続
け
て
い
る
。
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